
よめ鍛えむも号賀沼

国の定める手賀沼の5時/eば下
水質環境基準
千葉県湖沼水質保全計画による 12昭/e
年平均目標 COD値
平成14年7月、月平均COD値 8.11118/ e 採水場所 :手賀沼公園沖

平成15年7月、月平均COD値
9.6昭/e採水場所手賀沼公園沖

夏
休
み
も
残
り
半
月
。

市
内
4
カ
所
の
市
民
プ
I
ル
で
は
、
子
ど

も
た
ち
ゃ
家
族
連
れ
な
ど
が
元
気
に
水
し
ぶ
き
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

手
賀
沼
公
園
市
民
ブ
l
ル
は
今
年
で
閉
鎖
と
な
り
ま
す
が
、
来
年
は

無
料
の
小
学
校
市
民
ブ
l
ル
を
5
カ
所
に
増
や
す
予
定
で
す
。

小
学
校
市
民
プ
l
ル

根
戸
小
学
校
、
湖
北
台
西
小
学
校
、

布
佐
南
小
学
校
の
プ
l
ル
を
改
修
し
、

市
民
プ
1
ル
と
し
て
市
民
の
皆
さ
ん

に
無
料
で
開
放
し
て
い
ま
す
。

プ
ー
ル
内
や
更
衣
室
、
ト
イ
レ
、

フ
ェ
ン
ス
な
ど
を
再
塗
装
し
、
プ
ー

ル
サ
イ
ド
に
は
オ
オ
パ
ン
や
イ
ル
カ

な
ど
の
イ
ラ
ス
ト
が
入
っ
た
滑
り
に

く
い
床
シ
1
ト
を
張
り
ま
し
た
。

ま
た
、
プ
1
ル
内
に
は
プ
1
ル
フ

ロ
ア
(
水
深
を
浅
く
す
る
た
め
の
台
)

を
1
コ
1
ス
分
設
置
し
、
小
さ
な
お

子
さ
ん
な
ど
が
利
用
し
や
す
い
よ
う

に
し
ま
し
た
(写
真
下
)
。

な
お
、
来
年
は
現
在
の
3
校
に
加

え
て
、
我
孫
子
第
一
小
学
校
と
湖
北

小
学
校
の
プ
ー
ル
を
改
修
し
、
市
民

プ
1
ル
と
し
て
開
放
す
る
予
定
で
す
。

開
設
日

8
月
白
日
制
ま
で

利
用
時
間

午
前
9
時
か
ら
日
時
却

分
、
午
前
日
時

ω分
か
ら
午
後
2
時、

午
後
2
時
却
分
か
ら
4
時
的
分

施
設
内
容
お

m
プ
1
ル
(
水
探

ω

叩
か
ら
1
・
2
m
、
プ
ー
ル
フ
ロ
ア

部
分
は
印
叩
か
ら

m
m
)

入
場
料
無
料

手
賀
沼
公
園
市
民
プ
i
ル

担
年
間
に
わ
た
っ
て
市
民
の
皆
さ

ん
に
利
用
さ
れ
て
き
た
手
賀
沼
公
園

市
民
プ
l
ル
は
、
老
朽
化
の
た
め
、

こ
の
夏
の
利
用
を
最
後
に
閉
鎖
し
ま

す。開
設
日

8
月
白
日
側
ま
で

利
用
時
間

午
前
9
時
か
ら
U
時
却

分
、
午
前
日
時

ω分
か
ら
午
後
2
時、

8月5日に記録的な大雨

市肉各地で被害が発生

8
月
5
日
の
午
後
4
時
か
ら
5
時

ご
ろ
に
か
け
て
、
市
内
に
記
録
的
な

大
雨
が
降
り
、
家
屋
の
浸
水
や
道
路

の
冠
水
な
ど
の
被
害
が
発
生
し
ま
し

た。
雨
量
は
、

1
時
間
に
花
ミ
リ
で
、

こ
れ
ま
で
本
市
で
の
1
時
間
あ
た
り

最
大
降
雨
量
だ
っ
た
四
ミ
リ

(
1
9

8
1
年
日
月
辺
日
)
を
大
幅
に
上
回

り
ま
し
た
。

被
害
は
、
家
屋
の
床
上
浸
水
が
M

件
、
床
下
浸
水

ω件
、
道
路
冠
水
田

件
な
ど
で
す
。

(
8
月
8
日
現
在
の

集
計
)
当
日
市
で
は
、
職
員
に
よ
る
道
路

パ
ト
ロ
ー
ル
や
交
通
規
制
、
浸
水
区

域
の
瞥
戒
な
ど
を
行
い
、
翌
日
か
ら

は
、
浸
水
家
屋
な
ど
の
消
毒
、
道
路

の
清
掃
、
水
に
浸
っ
た
畳
や
ご
み
の

回
収
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

被
害
に
あ
っ
た
皆
さ
ま
に
は
心
か

ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

午
後
2
時
加
分
か
ら
4
時
mw
分
(
入

れ
か
、
え
制
)

※
専
用
貸
し
切
り
・
・
・
午
後
5
時
加
分

か
ら
7
時
却
分
(
要
申
請
)

入
場
料
中
学
生
以
下
回
円
、
高
校

生
以
上
1
0
0
円
、
専
用
貸
し
切
り

5
2
5
0
円

利
用
上
の
注
意
(
両
プ
I
ル
共
通
)

※
小
学
校
3
年
生
以
下
の
方
は
高
校

生
以
上
の
方
の
同
伴
が
必
要
で
す
。

※
気
温
や
水
温
が
低
い
と
き
は
利
用

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
日
焼
け
-オ
イ
ル
な
ど
は
使
用
で
き

ま
せ
ん
。

圃
教
育
委
員
会
体
育
謀
宮
7
1
8

7
・
7
5
5
5

り
災
証
明
書
を
発
行

保
険
会
社
へ
の
請
求
や
確
定
申

告
の
雑
損
控
除
な
ど
に
必
要
な

「り
災
証
明
書
」
を
発
行
し
ま
す
。

持
参
①
被
害
個
所
が
確
認
で
き

る
写
真
②
見
積
書
③
領
収
書

の
い
ず
れ
か
、
印
鑑

※
申
請
書
に
は
証
明
書
提
出
先
の

記
入
が
必
要
で
す
。

申
請
先
・
圃
市
民
活
動
支
援
課
・

内
線
2
1
7

鳥の博物館でj~、府・中学生からお亡怠まで、皆さ凡力嘆しめる
イベットを開催します。夏休みの自由研究など|こも役立ちます。

固鳥の博物館宮71852212ト⑧ 
羽で滋{まうミユージアムコンサー卜

鳥の羽が奏でるチェンバロのしらベ
あびこ自然観察隊第2回自然観察会

鳴<虫を観察しよう
いろいろな羽毛を使って、ペンダン卜や

しおり、首飾りなどを作ります。

また、羽毛についてのお話もあります。

日時 8月20日嗣午前9時30分から午
後4閏30分(閏間中随時受け付け)
蝿所鳥の博物館 (2階講堂)

}縛首藤美恵子さん(鳥の博物館友の会)

参加費無料

申し込み不要(博物館の受付窓口で「講

習会に参加Jと伝えてください)

圃.-:3l

""‘ 
参加費入館料が必要です

申し込み往復ハガキ(1人1枚)に

「ミュージアムコンサー卜J、住折、氏
名、電話番号、年齢を明記し、 8月

20日消印有効で〒270・1145高野山
234の3鳥の博物館ヘ

チェンバロは「バロック時代Jを代
表する鍵盤楽器。昔は、弦を引っかい

て音を出す小さな爪の材料に、鳥の羽

の軸の部分が使われていました。

このコンサー卜では、実際に羽を

使ったチェンパロを演奏します。

日時・場所 8月30日出午後3聞か
ら4時30分、鳥の博物館 (3階世界
の鳥コーナー)

※当日2聞から3階展示室へは入場制

限があります。

出演 マイコ-ミュラーさん(写劃

曲目イタリア協奏曲 (J. S .パ、ソ
ハ)、鳥のさえずり(ラモー)、恋する

うぐいす (F.クープラン)ほか

定員 70人.c~募者多数の場合は抽選)

我孫子の身近な

自然を訪ねるあぴ

こ自然観察隊。

2回目は、手賀

沼遊歩道で鳴く虫

を観察します。

日時・場所 8月23日目午後4時30分鳥の
博物館駐車場集合、 8時解散予定(雨天中止)
講師小泉伸夫さん(鳥の博物館友の会、獣

医師)

定員先着20人
※小学生は保護者同伴でご参加ください。

参加費無料

措参懐中電灯、筆記用具虫よけ(必要な方)

申し込み電話で鳥の博物館ft7185-2212

ヘ

」.

_..司.、
女心 ての健康福祉都市をめざしりとゆと
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あ
な
た
の
意
見
を
お
聴
か
せ
く
だ
さ
い

市
政
モ
一
タ

l
を
募
集

-ー-
市
で
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

を
目
的
に

「市
政
モ
ニ
タ
ー
制
度
」

を
実
施
し
て
い
ま
す。

こ
の
制
度
は
、
市
政
の
進
め
方
な

ど
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
、

「
ど
の
よ
う
に
考
え
、
何
を
求
め
て

い
る
の
か
」
を
具
体
的
に
お
聴
き
し
、

市
政
に
反
映
さ
せ
る
も
の
で
す
。

今
回
、
第
5
期
市
政
モ
ニ
タ
ー
を

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

。
あ
な
た
の
声
。
を
、
ぜ
ひ
お
聴

か
せ
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
の
ご
応
募

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

募
集
人
員

初

人

任
期

日
月
1
日
か
ら
平
成
口
年
9

月
初
固
ま
で
の
2
年
間

主
な
内
容

市
政
全
般
に
関
す
る
提

言

(
随
時
)
、
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答
、

モ
ニ
タ
ー
会
議
へ
の
参
加
(
年
2
回
)

t1 怠

ぜんか

I ~ IJ?っ IJ- O)fi~. 事業所も募集

(仮称)福祉ガイドマップに

掲載 まし

第1099号

市
は
障
害
を
持
つ
方
や
高
齢
の
方

の
外
出
を
支
援
す
る
た
め
、
(
仮

称
)

「福
祉
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
」
を
来

年
度
発
行
す
る
予
定
で
す
。

こ
の
マ
ッ
プ
は
、
公
共
施
設
や
道

路
、
表
通
機
関
な
ど
の
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
の
状
況
や
障
害
者
対
応
型
ト
イ

レ
の
設
置
状
況
に
加
え
、
市
内
の
商

庖
や
事
業
所
の
バ
リ
ア
フ
リ
1
化
の

応
募
資
格

市
内
に
3
年
以
上
お
住

ま
い
で
、
任
期
中
引
き
続
き
居
住
す

る
予
定
の
満
却
歳
以
上
の
方
(
た
だ

し
、
本
市
職
員
、
市
の
審
議
会
等
の

委
員
、
国
や
地
方
公
共
団
体
の
議
員
、

現
在
市
政
モ
ニ
タ
ー
に
委
嘱
さ
れ
て

い
る
方
を
除
く
)

選
考
方
法

地
域
・
年
齢
・
性
別
等

を
考
慮
し
て
選
考

報
償

無
償
と
な
り
ま
す

応
募
方
法
・
圃

ハ
ガ
キ
に
住
所
、

町
内
旬
、
年
齢
、
生
年
月
日
、
職
業
、

性
別
、
電
話
番
号
、
市
内
居
住
年
数
、

「市
政
モ
ニ
タ
ー
希
望
」
を
明
記
し
、

8
月
白
日
必
着
で
〒
2
7
O
I
l
l

9
2
市
役
所
秘
書
課
(
住
所
省
略

可
)
・
内
線
2
6
9
へ

※
選
考
結
果
は
、
後
日
応
募
者
全
員

に
通
知
し
ま
す

情
報
を
紹
介
し
ま
す
。

こ
の
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
に
掲
載
を
希

望
す
る
商
庖
や
事
業
所
を
募
集
し
ま

す
。
障
害
を
持
つ
方
や
高
齢
の
方
が

気
軽
に
利
用
で
き
る
た
め
の
整
備
・

配
慮
と
歓
迎
の
気
持
ち
が
あ
る
商
庖

や
事
業
所
か
ら
の
応
募
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

対
象

次
の
3
つ
の
基
準
を
す
べ
て

備
え
た
、
市
内
の
商
庖
や
事
業
所

基
準
1

不
特
定
の
人
が
利
用
す
る

(で
き
る
)
:・
飲
食
庖
、
ス
ー
パ
ー
、

コ
ン
ビ
ニ
、
薬
局
、
そ
の
他
の
小
売

庖
、
ビ
デ
オ
C
D
レ
ン
タ
ル
、
理
容
、

美
容
、
パ
チ
ン
コ
、
カ
ラ
オ
ケ
、
ス

ポ
ー
ツ
施
設
、
医
療
機
関
、
金
融
機

関
な
ど
で
、
障
害
を
持
つ
方
や
高
齢

の
方
も
実
際
に
利
用
す
る
商
庖
や
事

業
所
基
準
2

何
ら
か
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

の
整
備
を
し
て
い
る
:
・
次
の
項
目
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
商
庖
や
事
業

@消費生活センターから

不当語家が多発

身に費えの怠い

最
近
、

「
身
に
覚
え
の
な
い
情
報

料
が
請
求
さ
れ
た
」
、
「借
り
た
覚
え

の
な
い
お
金
の
返
済
を
求
め
ら
れ

た
」
な
ど
、
不
当
請
求
の
相
談
が
急

増
し
て
い
ま
す
。

事
例
1

利
用
し
た
覚
え
の
な
い
ア

ダ
ル
ト
サ
イ
ト
利
用
料
と
高
額
の
延

滞
料
を
請
求
す
る
メ
l
ル
が
携
帯
電

話
に
入
っ
て
き
た
。
(
相
談
者

-n

歳
男
性
)

事
例
2

借
り
た
覚
え
の
な
い
借
金

所
。
①
入
口
に
2
仰
を
超
え
る
段
差

が
な
い
か
、
ス
ロ
ー
プ
を
設
置
し
、

車
い
す
で
も
利
用
で
き
る
。
②
入
口

が
自
動
ド
ア
で
あ
る
。
③
入
口
の
幅

に
余
裕
が
あ
り

(mm以
上
)
、
率

い
す
で
も
入
れ
る
。
@
坦
路
幅
が
広

く
(
主
要
な
通
路
が

m
m以
上
)
、

率
い
す
で
も
移
動
で
き
る
。
⑤
通
路

や
階
段
に
手
す
り
が
あ
る
。
⑤
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
ま
た
は
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

が
あ
る
。
⑦
テ
ー
ブ
ル
ゃ
い
す
が
移

動
可
能
で
、
率
い
す
で
も
利
用
で
き

る
。
③
車
い
す
利
用
者
や
高
齢
の
方

が
利
用
し
や
す
い
低
い
カ
ウ
ン
タ
ー

(
初
仰

i
m
仰
程
度
)
が
あ
る
。
⑨

率
い
す
で
も
利
用
で
き
る
低
い
位
置

の
手
洗
い
、
水
飲
み
、
公
衆
電
話
が

あ
る
。
⑫
干
す
り
が
付
い
た
ト
イ
レ

が
あ
る
。
⑪
率
い
す
で
の
利
用
に
対

応
し
た
広
さ
の
ト
イ
レ
が
あ
る
。
⑫

貸
し
出
し
用
車
い
す
が
あ
る
。
⑬
障

害
者
専
用
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
、

の
返
済
を
取
り
立
て
る
電
報
が
債
権

回
収
業
者
か
ら
届
い
た
。
(
相
談
者
・

臼
歳
男
性
)

事
例
3

「あ
な
た
は
社
会
的
、
道

徳
的
に
公
に
で
き
な
い
行
動
に
心
当

た
り
が
あ
る
は
ず
だ
。
情
報
を
公
開

し
な
い
の
で
お
万
円
の
寄
付
金
を
送

金
し
ろ
」
と
い
う
手
紙
が
勤
務
先
に

届
い
た
。
身
に
覚
え
が
な
い
。
(
相

談
者
・
日
歳
男
性
)

事
例
4

過
去
に
受
講
し
た
通
信
講

座
の
登
録
取
り
消
し
の
た
め
に
必
万

円
請
求
さ
れ
た
。
(
相
談
者

-m歳

男
性
)

。
ト
ラ
ブ
ル
を
防
止
す
る
た
め
の
ア

ド
バ
イ
ス

こ
の
よ
う
な
事
例
は
、
悪
質
な
業

者
が
根
拠
の
な
い
架
空
請
求
書
を
大

量
に
作
成
し
送
付
し
て
い
る
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。
業
者
が
入
手
し
た
個

人
情
報
を
も
と
に
、
電
話
、
郵
便
、

E
メ
l
ル
、
電
報
に
よ
り
通
知
し
、

請
求
さ
れ
た
本
人
や
家
族
が
不
安
に

見
や
す
い
方
法
に
よ
り
表
示
し
て
い

る
。
⑬
点
字
誘
導
ブ
ロ
ッ
ク
の
設
置

や
点
字
表
示
案
内
な
ど
を
付
け
て
い

る
。
⑮
点
字
メ
ニ
ュ
ー
を
置
い
て
い

る
。
⑮
手
話
が
で
き
る
庖
員
な
ど
が

い
る
。

基
準
3

陣
容
を
持
つ
方
や
高
齢
の

方
が
利
用
す
る
た
め
の
配
慮
や
普
段

か
ら
の
心
が
け
が
あ
る
:
・
例
①
率
い

す
利
用
者
を
介
助
す
る
。
②
利
用
者

に
あ
わ
せ
た
料
理
(
き
ざ
み
食
や
、

と
ろ
み
食
な
ど
)
を
つ
く
る
。
③
庖

舗
は
2
階
だ
が
(
庖
に
入
る
の
に
段

差
が
あ
る
が
)
声
を
か
け
れ
ば
庖
員

が
介
助
す
る
。
④
依
頼
が
あ
れ
ば
送

迎
サ
ー
ビ
ス
を
す
る
。
な
ど

応
募
方
法

電
話
で
市
役
所
生
活
支

援
謀
に

「ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
掲
載
申
込

書
」
を
請
求
。
送
付
さ
れ
た
ら
、
必

要
事
項
を
記
入
し
て
、

9
月
ロ
日
必

着
で
返
送

圃

生
活
支
援
謀

・
内
線
3
8
4

な
っ
て
支
払
う
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
請
求
が
あ
っ
た
場
合
、

次
の
ま
る
対
応
策
を
と
っ
て
く
だ

さ
い
。
*
心
当
た
り
が
な
け
れ
ば
、
絶
対
に

支
払
わ
ず
放
置
す
る

*
請
求
者
に
連
絡
し
な
い
(
家
族
や

勤
務
先
な
ど
の
個
人
情
報
を
知
ら
せ

る
機
会
を
つ
く
り
二
次
被
害
に
つ
な

が
る
)

*
届
い
た
書
面
を
保
管
し
て
お
く

(
後
日
の
証
拠
と
な
る
)

*
脅
迫
さ
れ
る
な
ど
、
不
安
な
場
合

は
瞥
察
に
届
け
出
る

不
明
な
点
は
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

に
お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

セ
ン
タ
ー
相
談
日
時

月
曜
日
か
ら

金
昭
日
、
午
前
日
時
か
ら
正
午
、
午

後
1
時
か
ら
3
時
(
祝
日
、
年
末
年

始
を
除
く
)

圃

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
宮
7
1
8

5
・
0
9
9
9

「
市
民
活
動
元
気
づ
く
り
事
業
」
の
採
択
事
業
が
決
定

今
後
、

地
域
の
課
題
に
取
り
組
む
活
動
計
画
*つ
く
り
を

市
で
は

「市
民
活
動
元
気
づ
く
り

事
業
」
の
企
画
提
案

(N
P
O
や
市

民
活
動
団
体
が
凶
年
度
以
降
に
取
り

組
む
活
動
計
画
づ
く
り
に
つ
い
て
)

を、

6
月
に
開
催
し
た
フ
ォ
ー
ラ
ム

や
事
業
説
明
会

・
相
談
会
を
経
て
募

集
し
、
幻
団
体
か
ら
お
件
の
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。

7
月
日
日
に
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
と
審
査
会
を
実
施
し
た
結
果
、

次
の
叩
団
体
の
企
画
提
案
に
決
定
し

ま
し
た
。
(
団
体
名
:
・
活
動
の
名
称
)

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ス
マ
イ
ル
ク

ラ
ブ
:
・
我
孫
子
・
ス
ポ
ー
ツ
・振
興
・

プ
ラ
ン

我
孫
子
市
体
育
指
導
委
員
連
絡
協
穂

会
:
・
「
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
育
成
」
に
向
け
て
の
調
査
研
究
と

マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成

危
険
物
の
貯
蔵

・
取
り
扱
い
に
は

許
可
・

届
け
出
が
必
要

で
す

石
油
類
な
ど
の
危
険
物
は
、
暮
ら

し
の
便
利
さ
や
快
適
さ
を
支
え
る
反

面
、
取
り
扱
い
を
誤
る
と
、
生
命
や

財
産
を
奪
う
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。

危
険
物
に
よ
る
災
害
は
、
そ
の
多
く

が
人
的
ミ
ス
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ

れ
て
い
ま
す
。

危
険
物
の
貯
蔵
や
取
り
扱
い
に
は
、

許
可

・
届
け
出
が
必
要
で
す
。
無
許

可

・
無
届
け
で
の
危
険
物
の
貯
蔵
や

取
り
扱
い
は
、
消
防
法
と
火
災
予
防

条
例
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

危
険
物
を
貯
蔵
し
た
り
、
取
り

扱
っ
た
り
す
る
と
き
は
、
消
防
本
部

予
防
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

消
防
本
部
と
消
防
署
で
は
、

-
年

を
と
お
し
て
、
危
険
物
施
設
へ
の
立

入
検
査
を
行
い
、
事
故
の
防
止
に
つ

と
め
て
い
ま
す
。

圃

消
防
本
部
予
防
課
宮
7
1
8

1
・
7
7
0
2

v危険物の種類と指定数量

第 CI 名 指定数量(品目lh)岡田

4 第 1石油類
200リットル

ガソリン・塗料・シンナ
類 第2石油類

1，000リットル
危 灯油 ・軽油
第3石油類

2，000リットル
険 重油
第4石油類

6，000リットル物 シリンダー油

我
孫
子
市
体
育
協
会
・
・・総
合
型
地
域

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
設
立

我
孫
子
・
男
の
井
戸
端
サ
ロ
ン
:
・
我

孫
子
の
特
産
品
を
創
出
し
、
地
産
地

消
で
商
庖
街
の
活
性
化
を
図
る

我
孫
子
お
か
み
さ
ん
会
・
・
・
地
域
住
民

と
で
鍬
る
商
庖
街
の
活
性
化
(
我
孫

子
お
か
み
さ
ん
会
の
庖
)

特
定
非
営
利
活
動
法
人
あ
び
こ
子
ど

も
劇
場
:
・
子
ど
も
が
イ
キ
イ
キ
育
つ

ま
ち
特
定
非
営
利
活
劇
法
人
テ
ラ
ス
あ
び

こ
・:
白
樺
派
文
学
と
そ
の
時
代
イ

メ
ー
ジ
を
静
か
し
た
特
色
あ
る
商
庖

街
づ
く
り

我
孫
子
市
消
資
者
の
会
:
・
ガ
レ
ー
ジ

セ
1
ル
を
す
す
め
る
会

我
孫
子
の
景
観
を
育
て
る
会
・
・・我
孫

子
の
隠
れ
た
景
観
資
産
を

「臨
時
間

示、ランティア・市民活動団体の

情報を収集しています

放
」
に
よ
り
活
用
し
て
ゆ
く
活
動
i

目
立
総
合
経
営
研
修
所
我
孫
子
研
修

所
庭
園
の
オ
ー
プ
ン

・
ガ
ー
デ
ン
か

ら
i
天
王
台
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

:・
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー

(
S
Y
N
T
H

E
S
I
Z
E
R
)
計
画

(
S各
議
多

様
な
ス
ポ
ー
ツ
の
総
合
と
調
和
)

今
後
は
各
団
体
が
、
千
葉
県
・市
-

N
P
O
(市
民
活
動
団
体
)
で
構
成

す
る

「地
域
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
1
ム
」
の
ア
ド
バ
イ
ス
等
を
受
け

な
が
ら
、
活
動
計
画
づ
く
り
を
進
め

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

「活
動
計
画
」

の
報
告
会
等
の
開
催
に
つ
い
て
は
、

「広
報
あ
ぴ
こ
」
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

圃

市
民
活
動
支
援
課

・
内
線
4
8

8
 

など)

なお、社会福祉協議会と市で把握し

ている団体には謂査書を送付しました。

調査期間 8月1日から9月10日
調査方法電話でご連絡いただいた団

体に調査蓄を送付しますので、記入し

返送してください

※社会貢献活動を実施している商庖・

企業などの法人も調査していますので、

ご連絡ください。

連絡先・固社会福祉協議会07184・
1539 

社会福祉協議会と市は、ボランティ

ア・市民活動団体の情報を収集し、そ

の情報を冊子等で提供する予定です。

次の条件すべてに当てはまると思わ

れる団体は、ご連絡ください。

①地域のための活動や社会貢献活動を
している ①非営利活動である ①市

民の自発的な活動で、活動の場の中Ji)

が我孫子市である ④布教活動・政治

活動なと1こ関与していない
(例・・施設ボランティア、子育て支援、

リサイクル推進、健康増進、文化伝承

市役所のホームページアドレス http://www.city.abiko.chiba.jp市役所の電話番号ft7185-1111 
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我孫子市教育委員会

スポーツ羽労賃
団体を表彰2 2人と

市
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進
と
発

展
を
図
る
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

に
功
績
の
あ
っ
た
個
人
や
団
体
に
対

し
、
「
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞
」
を
贈
り
、

そ
の
表
彰
式
を
7
月
比
日
に
行
い
ま

し
た
。

-ー-

個
人
で
は
、
時
ム
吉
之
さ
ん
、
柳

津韓
首
次
さ
ん
、
団
体
は
中
央
学
院
大

学
陸
上
競
技
部
、

N
E
C
ラ
グ
ビ
ー

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に
今
関
教
育
長
か

ら
表
彰
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
受
賞
理
由

は
次
の
と
お
り
で
す
。

尾
上
吉
之
さ
ん
・
・
・
昭
和
日
年
か
ら
市

体
育
協
会
会
長
を
務
め
、
ま
た
体
育

.. 
t1 

ーー『 支L

お堅
匂It工
~孟
9l!ち
』ー寄

8 リ
閉会
20さ

Eヨい
2)-

B 
τフ0
~ 

事

高
齢
の
方
な
ど
が
、
買
い
物
の
つ

い
で
に
気
軽
に
立
ち
寄
り
、
お
茶
を

飲
ん
だ
り
、
会
話
を
楽
し
ん
だ
り
す

る
こ
と
の
で
き
る
場
所

「
お
休
み

庄

が

8
月
初
日
閥
、
湖
北
駅
南
口

駅
前
に
開
設
さ
れ
ま
す
(下
回
参
照
)。

聞
所
日
時

毎
日
(
年
末
年
始
と
お

盆
時
期
を
除
く
)
午
前
日
時
か
ら
午

後
4
時

開
設
記
念
セ
l
ル
を
実
施

お
休
み
処
の
開
設
を
記
念
し
て
地

元
商
庖
有
志
庖
舗
に
お
い
て
、

「お

休
み
処
協
賛
セ
I
ル
」
を
実
施
い
た

し
ま
す
。
ま
た
、
お
休
み
処
に
お
立

ち
寄
り
い
た
だ
い
た
高
齢
者
の
方
に
、

お
買
い
物
品
な
ど
を
自
宅
ま
で
お
届

け
す
る
サ
ー
ビ
ス
も
行
い
ま
す
。

名
称
へ
の
ご
応
募
・
ア
ン
ケ
ー
ト
の

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

名
称
に
つ
い
て
は
、
多
数
の
方
か

ら
の
応
募
と
地
元
商
庖
会
の
協
力
に

よ
る
庖
頭
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、
桜

井
和
巳
さ
ん
(
湖
北
台
)
な
ど
か
ら

応
募
の
あ
っ
た

「
お
休
み
処
」

に
決

定
し
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
を
募
集

今
後

「
お
休
み
処
」
を
充
実
さ
せ
、

ま
た
寄
っ
て
み
た
い
と
思
え
る
場
と

す
る
た
め
に
、
各
種
催
し
な
ど
を

行
っ
て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
等
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
申
し
込
み
・
圃

湖

北
台
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
E
7
1

8
8
・
1
4
1
0

指
導
委
員
、
ス
ポ
ー
ツ
据
興
審
議
会

委
員
と
し
て
、
本
市
の
ス
ポ
ー
ツ
の

発
展
に
寄
与
し
た
。
(
写
真
前
列
右
)

柳
津
善
次
さ
ん
・
:
第
日
回
ア
ジ
ア
シ

ニ
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
に

お
い
て
、
個
人
戦
で
優
勝
。
(
同
前

列
左
)

中
央
学
院
大
学
陸
上
続
技
部
:
第
均

回
東
京
箱
根
間
往
復
大
学
駅
伝
競
走

に
予
選
会
か
ら
の
出
場
で
、
翌
年
の

出
場
権
を
得
ら
れ
る
総
合
印
位
と
な

り
、
子
ど
も
た
ち
に
夢
を
与
え
、
我

孫
子
市
の
名
を
全
国
に
知
ら
せ
た
。

(
間
後
列
右
3
人
)

N
E
C
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

・:
第

ω回
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

選
手
権
大
会
に
お
い
て
優
勝
。
(
間

後
列
左
3
人
)

圃

教
育
委
員
会
体
育
課
宮
7
1
8

7
・
7
5
5
5

夏休み

親手映画会
手
賀
沼
ビ
オ
ト
l
プ
ヘ
ネ
l
チ
ャ

l
イ
ン
!

「
カ
エ
ル
を
見
つ
け
よ
う
」

市
環
境
レ
ン
ジ
ャ
ー
は
、
今
年
1

月

「カ
エ
ル
の
き
も
ち
」
展
を
行
い
、

我
孫
子
に
は
ど
ん
な
カ
エ
ル
が
い
る

か
、
な
ど
を
紙
芝
居
、
写
真
、
パ
ネ

ル
で
皆
さ
ん
に
見
て
も
ら
い
ま
し
た
。

今
回
は
、
実
際
に
カ
エ
ル
を
捕
ま

え
て
、
本
物
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

日
時
・
集
合
場
所

9
月
7
日
制
午

前
9
時
五
本
松
公
国
駐
車
場
集
合
、

毎
年
恒
例
の
夏
休
み
親
子
映
画
会

を
行
い
ま
す
。
当
日
は
、
お
菓
子
な

ど
を
用
意
し
ま
す
の
で
お
楽
し
み
に
。

日
時
・
場
所
下
表
参
照

上
映
作
品

ア
ニ
メ
映
画
(
上
映
作

品
は
会
場
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
)

参
加
費

無
料

主
催

我
孫
子
市
背
少
年
相
談
員
連

絡
協
議
会

回

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
E
7

1
8
5
・
1
1
5
1

犯
と
緑
あ
ふ
れ
る
ま
ち
、
つ
く
り

樹

木

勇

定

市
で
は
。
花
と
緑
あ
ふ
れ
る
ま
ち

づ
く
り
。
を
進
め
る
一
環
と
し
て
、

樹
木
の
算
定
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

庭
の
生
け
垣
や
樹
木
な
ど
の
手
入

れ
に
つ
い
て
、
-
回
目
に
講
義
、

2

回
目
に
実
技
を
行
い
ま
す
。

日
程
・
場
所
・
内
容
下
表
参
照

講
師
樹
木
医

対
象
・

{昼
貝
講
義
、
実
按
と
も
参

教

室

加
で
き
る
方
、
各
コ

I
ス
却
人
(
応

募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
)

参
加
費

無
料

申
し
込
み

往
復
ハ
ガ
キ

(
1
人
1

枚
)
に

「
算
定
教
室
町

住
所
、

町
鋭
、
性
別
、
生
年
月
日
、
電
話
番

号
、
コ

I
ス
番
号

(φ
か
②
)
を
明

記
し
、
8
月
勾
日
必
着
で
〒
2
7
o

i
l
-
9
2
市
役
所
公
闇
緑
地
課

正
午
解
散
予
定
(
雨
天
中
止
)

定
員
先
着
回
人
(
小
学
生
以
下
は

保
護
者
同
伴
)

参
加
費

無
料

服
装

長
袖
シ
ャ
ツ
、
長
ズ
ボ
ン
、

帽
子
持
参

飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
若
替
え
、

使
い
古
し
た
靴
下
2
足
(
田
ん
ぼ
の

中
に
入
る
と
き
に
使
い
ま
す
。
捕
獲

用
の
網
や
バ
ケ
ツ
は
用
意
し
ま
す
)

申
し
込
み
・
圃

電
話
で
手
賀
沼
謀
・

内
線
4
6
2
へ

※
開
催
の
可
否
は
、
当
日
午
前
7
時

加
分
か
ら
テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド
E
7
1

8
5
・
5
0
0
0
、
コ
ー
ド
番
号
8

5
0
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

日時 場所 主催、問い合わせ
8月28日(木)布佐南小 布佐支部、鈴木
19:∞"'20:泊 体育館 曾7169・3047
8月29日(金)湖北地区 湖北・琳支部、根本
18:∞"'19:泊 公民館 曾7187-1098
8月30日(土)湖北台西小 湖北台支部、村松
19:∞"'20:泊 校庭 包Oめ3505-6400

V夏休み親子映画会日程(
住
所
省
略
可
)
へ

回

公
国
緑
地
課

・
内
線
5
4
5

※
寧
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

コース
日程・会場 ・内容

番号

① ;ij艶諸島事
2F2PA4J謝A土土踏世程J1却、調JZ ② ついて

垣15の:3欝0 

【頑張ってます 1~t:DJ】

きし、きし、生人
人生いきいき あなだも私もあの人も
いつでもどこでも笑顔がいっぱい

人
か
ら
な
る

「
人
生
い
き
い
き
」
の

目
的
は
、
慰
問
活
動
を
通
し
て
、
共

に
生
き
る
菩
ぴ
を
分
か
ち
合
い
、
平

和
で
健
全
な
社
会
環
境
の
創
造
と
地

域
の
活
性
化
や
発
展
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

主
な
事
業
は
、
病
院
、
児
童
施
設
、

障
害
者
施
設
、
高
齢
者
福
祉
施
設
、

医
療
施
設
等
へ
の
慰
問
活
動
を
行
い
、

文
化
、
芸
術
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
地

域
活
性
化
を
図
る
こ
と
で
す
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
活
動
が
安
定

「人
生
い
き
い
き
」
(
岡
田
高
星

子
理
事
長
)
が
、

6
月
初
日
に
市

内
で
U
番
目
の
N
P
O法
人
と
し

て
千
葉
県
か
ら
認
証
さ
れ
ま
し
た
。

音
楽
、
芸
能
、
芸
術
を
愛
す
る

【頑張ってます 1~t:DJ】

※18日が雨天の場合は25日に延期

愛と憩いと友情の館

不登校は治る健全な青少年の育成

「愛
と
憩
い
と
友
情
の
館
」
(岡

田
充
生
理
事
長
)
が
、

7
月
4
日

に
市
内
で
日
番
目
の
N
P
O法
人

と
し
て
千
葉
県
か
ら
認
証
さ
れ
ま

し
た
。

「愛
と
憩
い
と
友
情
の
館
」
は
市

民
の
皆
さ
ん
が
良
好
な
環
境
の
元
で

教
育
、
福
祉
、
文
化
、
医
療
な
ど
を

享
受
で
き
る
よ
う
、
水
辺
公
園
や
緑

地
公
園
の
整
備
を
促
進
し
、
市
民
参

加
に
よ
り
相
互
に
支
え
あ
い
、
健
康

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

と
地
域
福
祉
の
増
進
に
寄
与
す
る
こ

と
を
呂
的
と
し
て
い
ま
す
。

目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
ま
ず
最

初
に
、
健
全
な
腎
少
年
の
育
成
を
目

指
す
「
オ
ー
プ
ン
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
・ 高齢者福祉施設での慰問活動

し
で
で
き
る
よ
有
楽
し
い
企
画
を

生
み
だ
し
、
健
康
に
い
き
い
き
と

活
動
し
た
い
人
た
ち
の
お
手
伝
い

を
し
て
い
き
ま
す
。

同
会
で
は
、

9
月
幻
日
制
湖
北

地
区
公
民
館
で
正
午
か
ら
午
後
5

時
ま
で
「
生
バ
ン
ド
で
フ
ラ
を
踊

ろ
う
』
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

「見

る
・
聞
く
」
だ
け
で
な
く
、
一
緒

に
体
を
動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

参
加
を
希
望
す
る
方
は
フ
ァ
ク
ス

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
(
参

加
費
無
料
。
見
学
は
連
絡
不
要
)

な
お
、
人
生
い
き
い
き
で
は
主

旨
を
受
け
て
い
た
だ
け
る
施
設
を

臨
時
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
l
ジ
ア
ド
レ
ス
『
叶
吾

、
¥老
若
者

E
E
b匂♀同
u
b
oけ
¥

圃
人
生
い
き
い
き
・
岡
田
宮
0

8
0
・
1
0
4
8
・
2
6
4
1
m

7
1
8
8
・
3
2
1
7

楽しみながら学ぶガテーマ

友
情
の
館
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

現
在
、
全
国
に
日
万
人
を
超
え

る
と
い
わ
れ
る
不
登
校
生
は
増
加

の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。
自

己
の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
ず
、

人
間
関
係
を
結
ぶ
事
が
不
得
意
で

消
極
的
な
生
活
の
ま
ま
自
己
放
棄

し
、
引
き
こ
も
り
等
が
増
え
て
い

く
現
実
に
危
機
感
が
募
り
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
悩
み
苦
し
む
少
年

た
ち
に
対
し
人
間
同
士
の
触
れ
合

い
で
、
対
話
や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

に
重
点
を
置
き
、

「
楽
し
み
な
が

ら
学
ぶ
」
と
い
う
テ
l
マ
で
、
明

る
く
積
極
的
に
社
会
融
合
が
出
来

る
力
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

愛
と
憩
い
と
友
情
の
館
で
は
、

主
旨
に
賛
同
し
、
参
加
し
て
く
だ

さ
る
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

圃

愛
と
憩
い
と
友
情
の
館
・
沖

村
宮
7
1
8
2
・
7
5
0
0

ファクスガイド・ファクス便利帳ft7183-6000 テレホンガイド・声の便利帳ft7185-5000 ζ事j伺《記εぃ
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第2次サ圃ピスがスタ圃8月25日から

住
民
基
本
台
帳
カ
{
ド
を
発
行

住
民
票
は
全
国
で
取
得
可
能
に

8
月
お
日
間
か
ら
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

(
住
基
ネ
ッ
ト
)
の
第
2
次
サ
ー
ビ
ス
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
希

望
す
る
方
に
は
、
住
民
基
本
台
帳
カ
I
ド
(
住
基
カ
ー
ド
)
が
発

行
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
住
民
票
の
写
し
が
全
国
の
市
区
町
村
で
と

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
転
入
転
出
の
手
続
き
が
簡
単
・
便
利
に

な
り
ま
す
。
今
回
は
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

第

1
次
サ
ー
ビ
ス
で
は

平
成
日
年
度
に
住
民
基
歪
薩
法

が
改
正
さ
れ
、
こ
れ
に
基
づ
き
昨
年

の
8
月
5
日
か
ら
、
住
民
基
本
台
帳

情
報
(
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別

の
4
情
報
と
住
民
票
コ

l
ド
)
が

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
全
国
の
市
区
町

村
で
本
人
確
認
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
国
・
県
の
事
務
で
は
、
各
種
年

金
の
受
給
や
パ
ス
ポ
ー
ト
の
発
戸
宮
手

続
き
の
際
な
ど
、
各
種
申
請
書
類
に

第 1099号

添
付
す
る
住
民
票
の
写
し
が
不
要
と

な
り
ま
し
た
。

第

2
次
サ
ー
ビ
ス
で
は

8
月
お
日
か
ら
は
、
次
の
3
つ
の

サ
ー
ビ
ス
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

①
住
民
基
本
台
帳
カ
l
ド

(
住
基
カ
l
ド
)
の
発
行

住
基
カ

l
ド
は
、

「住
民
票
の
写

し
の
広
域
交
付
」「
転
入
転
出
手
続

き
の
簡
素
化
」
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
に

利
用
で
き
ま
す
。

ま
た
、
今
後
開
始
さ
れ
る
「
公
的

個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
」
(
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
、
行
政
手
続
き
を
行
う

場
合
に
本
人
確
認
を
す
る
制
度
)
で

の
活
用
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

O
申
請
場
所
:
・
市
役
所
市
民
課
。
支

所
、
行
政
連
絡
所
で
は
、
カ
ー
ド
を

発
行
す
る
プ
リ
ン
タ
ー
が
な
い
た
め

発
行
で
き
ま
せ
ん

O
申
請
で
き
る
方
・
・
・
本
人
ま
た
は
同

一
世
帯
の
方

O
持
参
す
る
も
の
・
:
官
公
暑
が
発
行

し
た
顔
写
真
付
き
の
身
分
証
明
書
。

(
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
)

な
お
、
身
分
証
明
書
が
な
く
て
も
申

請
で
き
ま
す
。
詳
し
い
こ
と
は
市
民

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

O
手
数
料
・

:
5
0
0
円

O
有
効
期
限
・
:
叩
年

※
カ
1
ド
は
、
顔
写
真
付
き
と
顔
写

真
な
し
の
2
種
類
(
左
参
照
)
が
あ
り

ま
す
。
(
手
数
料
は
同
じ
)

※
顔
写
真
付
き
カ

l
ド
に
は
、
氏
名
・

生
年
月
日

・
性
別

・
住
所
、
市
区
町

村
名
、
有
効
期
限
、
市
役
所
の
連
絡

先
が
記
載
さ
れ
ま
す
。

※
顔
写
真
な
し
の
カ
l
ド
に
は
氏
名
、

市
区
町
村
名
、
有
効
期
限
、
市
役
所

の
連
絡
先
が
記
載
さ
れ
ま
す
。

※
写
真
付
き
カ
l
ド
を
希
望
す
る
場

合
は
、
本
人
の
顔
写
真
1
枚
(
縦
4
・

5
m
×
横
3
・
5
m
。
6
カ
月
以
内

に
撮
影
し
た
無
帽
、
正
面
向
、
無
背

景
の
も
の
)
が
必
要
で
す
。
〈
希
望

す
る
方
に
は
、
市
が
無
料
で
写
真
を

顔写真なしのカード顔写真付きカード

お
撮
り
し
ま
す
〉

※
市
外
へ
転
出
し
た
と
き
は
、
無
効

に
な
り
ま
す
。
新
住
所
地
で
新
た
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
市
内
で
の
住

所
変
更
や
氏
名
変
更
の
場
合
は
、

カ
l
ド
の
裏
面
に
変
更
事
項
が
記
載

さ
れ
ま
す
。

※
住
基
カ
l
ド
は
8
月
お
日
か
ら
発

行
手
続
き
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
が
、

開
始
当
初
は
申
請
が
集
中
し
、
混
雑

が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
平
成
時
年
9

月
初
固
ま
で
は
、
予
約
制
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
カ
ー
ド
の
発
行
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、

電
話
で
市
民
課

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
病
気
や
身
体
の
陣
審
な
ど
や
む
を

得
な
い
理
由
で
、
窓
口
に
来
ら
れ
な

い
方
や
官
公
署
が
発
行
す
る
顔
写
真

付
き
の
身
分
恒
明
書
の
な
い
方
は
、

市
民
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
現
在
、
市
で
発
行
し
て
い
る
「
印

鑑
登
録
証
・
あ
び
こ
市
民
カ
l
ド
」

や

「あ
び
こ
市
民
カ
ー
ド
」
と
、
「住

基
カ
l
ド
」
と
の
兼
用
カ
l
ド
の
発

行
を
打
月
か
ら
行
い
ま
す

(
5面
参

照)。す
で
に
「
印
鑑
登
録
証
・
あ
び
こ

市
民
カ
l
ド
」
等
を
お
持
ち
で
、
兼

用
カ
l
ド
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
刊

月
か
ら
の
申
請
を
お
勧
め
し
ま
す
。

2
度
に
分
け
て
申
請
す
る
と
、
そ
れ

ぞ
れ
に
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
。

住
基
カ
I
ド
の
再
発
行
な
ど

ま再に
手す発よ次
続。行りの
き 、住場
に 暗基合
つ 証カは
い番 l
て 号ド本
は のの人
変ーか

震更時ら
カ宝停の

課で止申
へ きや請

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

O
暗
証
番
号
の
変
更
と
再
設
定
・
・
・
暗

証
番
号
を
他
人
に
知
ら
れ
た
り
、
忘

れ
て
し
ま
っ
た
と
き
、
ま
た
、
暗
証

番
号
の
照
合
に
失
敗
し
て
、
住
基
カ

ー
ド
が
利
用
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま

っ
た
と
き
は
、
暗
証
番
号
の
変
更
と

再
設
定
が
で
き
ま
す

O
一
時
停
止
:
・
住
基
カ
l
ド
を
紛
失

し
た
り
盗
難
に
あ
っ
た
り
し
た
と
き

は
、
届
け
出
に
よ
り
住
基
カ
l
ド
の

利
用
を
一
時
停
止
と
し
、
発
見
さ
れ

た
と
き
に
は
、
届
け
出
に
よ
り
一
時

停
止
を
解
除
し
ま
す

O
再
発
行
:
・
住
基
カ
1
ド
を
紛
失

・

焼
失
・破
損
し
た
と
き
や
、
住
基
カ
ー

ド
の
機
能
が
損
な
わ
れ
た
と
き
は
再

発
行
の
手
続
き
が
で
き
ま
す

O
有
効
期
間
内
の
交
付
・
・
・
住
基
カ
ー

ド
の
有
効
期
間
満
了
ま
で

3
カ
月
未

満
と
な
っ
た
場
合
や
裏
面
の
追
記
欄

に
余
白
が
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
新

し
い
住
基
カ
1
ド
の
申
請
が
で
き
ま

す。

住基カードの交付申請の流れ

郵送で申請手続き

運転免許Eなど官
公署が発行する顔

写真付きの身分E
明書がない場合

運転免許Eなど官
公署が発行した顔

写真付きの身分E
明書がある場合

個
人
情
報
の
保
護
を
重
視

平
成
U
年
8
月
の
住
基
ネ
ッ
ト

の
ス
タ
ー
ト
か
ら
現
在
ま
で
、
全

国
的
に
も
、
個
人
情
報
の
、
事
え
い

や
シ
ス
テ
ム
上
の
障
害
は
発
生
し

て
い
ま
せ
ん
。

し
か
し
今
後
、
万
て
住
基
ネ
ッ

ト
上
で
重
大
な
欠
陥
が
発
生
し
た

り
、
市
民
の
個
人
情
報
が
不
正
に

引
き
出
さ
れ
る
恐
れ
が
生
じ
た
り

し
た
と
き
は
、
「
我
孫
子
市
電
子

計
算
組
織
の
利
用
に
係
る
個
人
情

報
の
保
護
に
関
す
る
条
例
」
に
基

づ
い
て
、
市
独
自
の
判
断
で
住
基

ネ
ッ
ト
へ
の
接
続
を
切
り
離
す
こ

と
に
し
て
い
ま
す。

こ
れ
か
ら
も
、
市
で
定
め
た
「
住

民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス

テ
ム
緊
急
時
対
応
計
画
書
」と「
住

民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス

市民謀が申請書の内容確認をした後、

申請者に I交付通知書葦回答書jを郵送

テ
ム
管
理
運
用
規
程
」
に
基
づ
き
、

個
人
情
報
の
保
護
を
重
視
し
た
、

適
正
な
管
理
と
運
用
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

住
基
カ
I
ド
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

住
基
カ
l
ド
は
、

市
民
の
個
人

情
報
を
守
る
た
め
、
高
度
の
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
機
能
を
備
え
た

I
C

カ
1
ド
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

カ
ー
ド
の
正
当
な
利
用
者
か
ど

う
か
の
確
認
は
、
利
用
者
自
身
が

入
力
す
る
暗
証
番
号
で
行
い
ま
す
。

こ
の
確
認
が
で
き
な
い
と
き
は
カ

ー
ド
の
利
用
が
一
時
停
止
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、

I
Cチ
ッ
プ
部
分
へ

の
改
造
な
ど
が
行
わ
れ
る
と
カ
ー

ド
機
能
が
壊
れ
る
仕
組
み
に
な
っ

て
い
ま
す。

必要事項を記入した回答書を窓口に持参

窓口で発行されたカードを確認のうえ暗E番号を設定

市役所のホームページアドレスhttp://www.city.abiko.chiba.jp市役所の電話番号ft7185-1111 
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②
住
民
票
写
し
の
広
域
交
付

住
民
票
の
写
し
が
全
国
ど
こ
の
市

区
町
村
で
も
、
と
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

O
申
請
で
き
る
方
・
・
・
本
人
ま
た
は
本

人
と
同

一
世
帯
の
方

O
持
参
す
る
も
の
・
・
・
住
基
カ
l
ド
ま

た
は
身
分
証
明
書

(
運
転
免
許
証
、

パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
官
公
箸
発
行
の
顔

写
真
付
き
の
も
の
)、
印
鑑

※
手
数
料
は、

発
行
す
る
市
区
町
村

で
定
め
る
金
額
で
す
。

※
本
籍
地
は
記
載
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
我
孫
子
市
民
が
柏
市

・
流
山
市

・

沼
南
町
で
住
民
票
を
と
る
場
合
に
は
、

平
成
四
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
共

同
発
行
の
制
度
を
利
用
す
れ
ば
、

交

付
手
数
料
は
我
孫
子
市
の
金
額

(2

0
0
円
)
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
本
籍

地
の
表
示
も
希
望
す
れ
ば
記
載
可
能

で
す
。

~ -.. ti 
③
転
入
転
出
手
続
き
簡
素
化

怠

現
在
は、

住
ん
で
い
る
市
区
町
村

の
窓
口
で
転
出
届
を
出
し、

転
出
証

明
書
の
交
付
を
受
け
た
、
?
え
で
、
引

っ
越
し
先
の
市
区
町
村
に
転
入
届
を

出
す
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
は、

住
基
カ
l
ド
を
持
っ
て
い
る
方
は、

手
続
き
で
窓
口
に
行
く
の
は
転
入
時

の
1
回
で
す
み
ま
す
。

転
出
届

(
付
記
転
出
届
)
を
我
孫

子
市
に
郵
送
し、

転
入
届
を
引
っ
越

し
先
の
市
区
町
村
で
行
い
ま
す
。

付
記
転
出
届
の
用
紙
は、

市
民
課

で
配
布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
必
要

事
項
が
記
載
さ
れ
て
い
れ
ば
所
定
の

用
紙
で
な
く
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

※
「
付
記
転
出
届
」
と
は
、

引
っ
越

し
す
る
方
の
氏
名
、
引
っ
越
し
前
の

住
所
、
引
っ
越
し
先
の
住
所
、
電
話

番
号
、
引
っ
越
し
日
、
世
帯
主
の
氏

名
な
ど
を
記
入
し
た
も
の
で
す
。

詳
し
く
は
、

市
民
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

H
月
か
ら
独
自
の
兼
用
カ
ー
ド
を
発
行

住
基
カ
1
ド
は
、

8
月
沼
田
か
ら

発
行
手
続
き
を
開
始
し
ま
す
が
、
現

在
、
印
鑑
登
録
証
や
住
民
票
の
写
し

を
自
動
発
行
機
で
と
れ
る
「
印
鑑
登

録
証
・
あ
び
こ
市
民
カ
l
ド
」
(
写

真
上
)
を
お
持
ち
の
方
は、
住
基
カ
ー

ド
と
あ
わ
せ
2
枚
の
カ
1
ド
を
持
つ

こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
わ
ず
ら
わ
し
さ
を

解
消
す
る
た
め
に
、
市
で
は
こ
れ
ら

の
カ
l
ド
の
裏
面
に
住
基
カ
l
ド
の

機
能
を
持
た
せ
た
独
自
の

「
兼
用
カ

ー
ド
」
(
写
真
下
)
を
平
成
日
年
日

月
か
ら
発
行
し
ま
す
。

現在の印鑑登録証・あびこ市民カード

印鑑盆録匝・あぴこ市民カード..... 
注意事項

1 軍ロで印鑑畳蝿証明書司空付..畳吋ょうとする と ~11、 二の申鱒董鱒

竃がtJけ抗ct・4せで.1せん.
2 托理人に印竃量揖健明・の寧ロ空f場..依頼するとき鋭、二骨量鰻証金

It.<!>ぜて 'F<!>ぃ. 袋径棋令実印、崎・E・"CI.いリ~叫んe

2 ニのカードでa・尭符・e事j綱ずる11合陰、必ず崎医書'b'..曹です.‘ 二明 1J -tr l:t . 他人に貸与又CI.岨11:する ;; と鉱で~Jぜんo :. 1':. ~ 咽

.."..他人民知られftいように撞軍 L τ下~ぃ.
且 ..出・死亡・Fの..舎は。二の11ード..蓮司Ilτ下§ぃ.
6 ζd)カード(-蹄失 ・撞..c:あったと#11‘省、巳属付幽て亨さい.
F このカー ド It、 lJi り 曲げた句櫨置に近づ11たり~I&いでτ~ぃ.
{こ明治ード&鎗・eれた方T:.這幡下さい. OHIー肺-1111)

強暗号f官僚所
兼
用
カ
1
ド
を
ご
希
望
の
方
で
、

住
基
カ
l
ド
の
申
請
を
お
急
ぎ
で
な

い
方
は、

兼
用
カ
1
ド
の
交
付
開
始

後
に
住
基
カ
l
ド
を
申
請
さ
れ
る
と

手
続
き
が
1
度
で
済
み
ま
す
。

兼
用
カ
l
ド
の
申
請
方
法

兼
用
カ
1
ド
の
申
請
方
法
は
、
お

持
ち
の
カ
l
ド
の
種
類
に
よ
り
異
な

り
ま
す
。

O
「
印
鑑
登
録
証
・
あ
び
こ
市
民
カ
ー

ド
」
を
す
で
に
お
持
ち
の
方
が
、
新

た
に
住
基
カ
ー
ド
の
発
行
を
申
請
し

て
、
兼
用
カ
l
ド
を
希
望
す
る
場
合

市の..巧フfパン

表面

笠錫Z番号

l05~q斗1

る
裏面

調隣人舗訓掴

住基カードとの兼用カード

-:「
印
鑑
登
録
証
・あ
ぴ
こ
市
民
カ
ー

ド
」
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

(交
付

手
数
料
は
住
基
カ
1
ド
手
数
料
の
5

0
0
円
)

O
「
住
基
カ
l
ド
」
を
お
持
ち
の
方

が
、
新
た
に
印
鑑
登
録
の
申
請
を
し

て
、
兼
用
カ
l
ド
を
希
望
す
る
場
合

.・・
住
基
カ
l
ド
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
(
交
仕
手
数
料
は
住
基
カ
1
ド
手

数
料
の
5
0
0
円
と
印
鑑
登
録
証
交

付
手
数
料
2
0
0
円
の
合
計
7
0
0

円
)
O
「
印
鑑
登
録
証
・
あ
び
こ
市
民
カ
ー

ド
」
と
「
住
基
カ
l
ド
」
を
お
持
ち

の
方
が
兼
用
カ
l
ド
に
切
り
替
え
る

場
合
・
:
両
方
の
カ
1
ド
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い

(交
付
手
数
料
は
住
基

カ
1
ド
手
数
料
の
5
0
0
円
)

聞盤.録値・あびこ市民カード

釜録番号:900001

注意事項

異動事項211概

祖.

f・，-一一ー、，--、，.--，
fぺf→ヒ.......'て二プ
(1隼n制昭ぬ*・年・*JJ* ~・ U rJ:slI $K. 
正 4巴筏掛，I-l!下
住 所千'.廃臥扱il.7市lJ!係了 1a G 8緑地

1・If$1; ~輔チ市世所ot;民田 rEL. 0 Iー7185-l111 

。
2・13lf.8Jl31sまでのo
我孫子市

O
い
ず
れ
の
カ
l
ド
も
お
持
ち
で
な

い
方
が
、
印
鑑
登
録
と
住
基
カ
l
ド

の
申
請
を
し
て
、
兼
用
カ
l
ド
を
希

望
す
る
場
合
:
・
身
分
証
明
書
と
印
鑑

登
録
を
す
る
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い

(交
付
手
数
料
は
住
基
カ
l
ド

手
数
料
の
5
0
0
円
と
印
鑑
登
録
証

交
信
手
数
料
2
0
0
円
の
合
計
7
0

0
円
※
恒
明
書
自
動
発
行
機
で
住
民
票
だ

け
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
「
あ
び
こ

市
民
カ
l
ド
」
と
「
住
基
カ
l
ド」

の
兼
用
タ
イ
プ
も
あ
り
ま
す
の
で
、

切
り
替
え
を
ご
希
望
の
方
は
市
民
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

な
お、

兼
用
カ
1
ド
の
発
行
日
や

手
続
き
方
法
に
つ
い
て
は、

後
日
あ

ら
た
め
て
広
報
あ
ぴ
こ
で
お
知
ら
せ

し
ま
す。

住
基
カ
l
ド
の

Q
&
A

表面

Q
:
・住
基
カ
1
ド
は
す
べ
て
の
人
が

持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
か
。

A
-:希
望
す
る
方
に
だ
け
交
付
し
ま

す
。
な
お、

運
転
免
許
証
を
持
っ
て

い
な
い
方
は、

顔
写
真
付
き
の
身
分

証
明
書
と
し
て
使
え
便
利
で
す
。

Q
・:
住
基
カ
1
ド
の
交
付
申
請
に
は

年
齢
制
限
は
あ
る
の
で
す
か
。

A
:
・あ
り
ま
せ
ん
が
、
日
歳
未
満
の

方
お
よ
び
成
年
被
後
見
人
に
つ
い
て

は、

法
定
代
理
人
に
よ
る
申
請
に
な

り
ま
す
。

Q
・・・
住
基
カ
l
ド
申
請
の
際
に
必
要

な
身
分
証
明
書
に
は、

運
転
免
許
証
、

パ
ス
ポ
ー
ト
以
外
に
、
ど
ん
な
証
明

書
が
あ
る
の
で
す
か
。

A
:
身
体
障
害
者
干
帳
、
宅
地
建
物

取
引
主
任
者
証
な
ど
で
す
。

Q
:
・外
国
人
は、

住
基
カ
l
ド
の
申

請
が
で
き
る
の
で
す
か
。

A
・:
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て

い
な
い
た
め
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
。

裏面 (写真なしも選べます)

問
い
合
わ
せ

市
民
課
住
民
記
録

担
当
・
内
線
3
5
8
・
3
6
0

われら社年チャレンジャー-・~国型誼主..  

日時・場所 9月8日開-9日側(1泊2日)、千葉県立水郷小

見川少年自然の家

内容 カヌーの基礎の習得

対象・定員おおむね40歳以上の方、25人

参加費 4000円(宿泊費・食事代・保険料)

申し込み・固 往復ハガキに講座名、住所、氏名、年齢、性別、生

年月日、電話番号、送迎パス乗車希望の有無を明記し、8月23

日必着で〒277・0882相の葉4の3の1さわやかちば県民プ

ラサ事業課ft7140・8615ヘ

これからの時代の生き方IZついて
善意をありがとうございます

考えてみませんか
次の皆さんから、温かい善意ガ寄ぜられまし定。

ご厚意は、趣旨巴沿って大切巴使わぜてい定吉きます。

男が学ぶ-父親が学ぶ

男性のための男女共同参画セミナー

ふるさとちばウオッチング
日時・場所

然の家

内容親子で大房岬少年自然の家に宿泊し、嶺岡牧場での農業

体験や大房岬でのウオークラリーを楽しむ

対象・定員親子40人

参加費 3500円

申し込み・固 往復ハガキに講座名、住所、 親子の氏名、性

別、 学校名、学年、電話番号を明記し、8月24日必着で〒

277・0882相の葉4の3の1さわやかちぱ県民プラザ事業謀2

7140-8615ヘ

10月4日出-5日(日)(1泊2日)、大房岬少年自

日時 9月6日曲午後2時から6時30分
場所さわやかちぱ賦プラザ

内容講義「家庭における男女共同参画I. [J 
と男の料理教室

対象県内在住・在勤の男性、 30人(応募者多

数の場合は抽選)

参加費無料 (料理教室の材料費は実費)

申し込み・固電話かハガキに講座名、郵便番号、

住所、 館 、電話番号を明示し8月31日必着で

T 277・0882柏の葉4の3の1さわやかちぱ県

民プラザ内千葉県女性センターft7140・8602ヘ

小野正虞様、中央明現高等学校特進クラス3年生様、

中央学院高等学校3年生様、大野木辰義様、身体障

害者福祉センター家族会様、湖北台地区まちづくり

協議会様、合資会社才様、荒巻茂様、我孫子市商工

会女性部様、伺美容室ミキノ様、江藤勇様、阿部千

鶴様、新日本カラオケ大相撲協会様、井上裕様、石

川達也様、我孫子市新潟県人会様、読売新聞我諌子

支部様、我孫子市スポーツ少年団様、我孫子市緑化

推進協力会様、あらき野寿々 芽会様、DINING

BAR樹第3回ゴルフコンペ参加者一同様、中村

宏様、太子会我頚子支部様、吉水ツサ様、小野友之

助様、小松崎正彦様、古谷貴子様、高橋秀明様、我

諌子おかみさん会様、レνドハート国際委員会 「愛
の贈りものJ事務局様、千葉県旅行業協会東葛地区
我課子支部様

(受け付け順。 8月4日受け付け分まで)

ファクスガイド ・ファクス便利帳ft7183-6000 テレホンガイド ・声の便利帳ft7185-5000 ζ剃簡(f;eぃ
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強
弱
@
a色

タ
イ
ト
ル
が
色
付
き
の
も
の
は
、
市
や
官
公
庁
主
催
・
共
催
の
も
の
で
す
。

黒
は
、
市
民
団
体
の
記
事
で
す
。
各
項
目
は
、
欄
外
の
よ
う
に
省
略
し
て
い
ま
す
。

で
か
け
て

み
ま
せ
ん
か

-ー-
布
佐
南
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
融
会

サ
マ

l
フ
レ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

H
み
ん
な
集
ま
れ
子
ど
も
の
祭
り
"

日

8
月
M
日
制
叩
時

1
日
時
初
分

内

ス
ト
ラ
イ
ク
パ
ネ
ル
、
ヨ
ー
ヨ

ー
釣
り
、
綿
あ
め
、
ポ
ッ
プ
コ

l
ン、

ス
ラ
イ
ム
作
り
、
ビ
ー
ズ
ア
ク
セ
サ

リ
ー
作
り
、
ポ
プ
リ
作
り
、
ピ
ザ
作

り
ほ
か

所
・
固

布
佐
南
近
隣
セ
ン
タ
ー
宮

7
1
8
9
・
3
7
4
0

" 湖
北
台
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
融
会

湖
北
台
夏
ま
つ
り

日

8
月
U
A
日
間
叩
時
却
分

1
日
時

内

流
し
そ
う
め
ん
(
無
料
)
、
ロ

ッ
ク
ソ
1
ラ
ン
、
模
擬
庖
(
金
魚
す

く
い
、
か
き
氷
、
ス
ー
パ
ー
ボ
l
ル、

や
き
と
り
、
生
ビ
ー
ル
ほ
か
)
、
サ

ー
ク
ル
発
表
ほ
か

所
・
固

湖
北
台
近
隣
セ
ン
タ
ー
宮

7
1
8
7
・
1
1
2
2

怠第 1099号

天
王
台
北
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
蛾
会

夏
ま
つ
り
大
会

日

8
月
お
日
回
目
時

i
M時

内

子
ど
も
み
こ
し
、
流
し
そ
う
め

ん
、
王
立
山
シ
ョ

l
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
l
ム

大
会
ほ
か

所
・
固

天
王
台
北
近
隣
セ
ン
タ
ー

宮

7
1
8
2
・
9
9
8
8

天
王
台
北
地
区

ふ
れ
あ
い
夏
ま
つ
り
大
会

日
・
所

8
月
お
日
出
回
時

i
m時

初
分
(
雨
天
の
場
合
は
翌
日
)
、
天

王
台
駅
北
口
(
旭
土
地
不
動
産

1
ビ

ッ
グ
A
手
前
)

日
・・・日時

所
・・・場所

内

子
ど
も
み
こ
し
、
大
人
み
こ
し
、

か
っ
ぱ
太
鼓
、
模
擬
庖
、
盆
踊
り
、

フ
リ
l
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
我
孫
子
中
学

校
音
楽
部
の
演
奏
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
バ

ン
ド
演
奏
ほ
か

固

同
支
ま
つ
り
実
行
委
員
会

・
塚

本
宮
7
1
8
2
・
2
2
8
6

根
戸
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

根
戸
ふ
る
さ
と
祭
り

日
・
内

8
月
お
日
出
凶
時
初
分
i

m時
却
分
:
・
模
擬
庖
(
焼
き
そ
ば
、

金
魚
す
く
い
、
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
ほ

か
)
、
踊
り

M
日
冊
目
時

i
m時

泊
分
:・
子
ど
も
み
こ
し
、
す
い
か
割

り
、
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
、
模
擬
庖
、

踊
り
ほ
か
(
雨
天
の
場
合
は
翌
日
)

※
模
擬
庖
は
売
り
切
れ
次
第
終
了

所
・
固

根
戸
近
隣
セ
ン
タ
ー
宮
7

1
8
3
・
5
3
6
3

我
孫
子
シ
ニ
ア
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

第

1
固
定
期
演
奏
会

日

8
月
初
日
出
比
時

i
M時

所

湖
北
地
区
公
民
館

費
無
料
(
入
場
整
理
券
が
必
き

曲
目

夏
の
思
い
出
、
童
謡
メ
ド
レ

ー
、
野
ば
ら
、
夜
の
タ
ン
ゴ
、
ビ
ー

ト
ル
ズ
メ
ド
レ
ー
ほ
か

賛
助
出
演

混
声
合
唱
団
「
響
」

申
・
固

入
場
整
理
券
は
電
話
で
岡

村
宮
7
1
8
8
・
3
3
2
2

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
フ
ォ
ル
ク
ロ
l
レ

&
タ
ン
ゴ
ラ
イ
ブ

日

8
月
日
日
出

・
げ
日
制
い
ず
れ

も
四
時
却
分
開
演

所

相
島
芸
術
村

・
月
光
倉

出

シ
ル
ピ
オ

・
モ
レ
ノ
さ
ん
と
祐

子

・
リ
ン
ダ

・
モ
レ
ノ
さ
ん
(
デ
ユ

オ

・
パ
マ
ル
カ
)
、
ダ
リ
オ

・
ム
ニ

ヨ
ス
さ
ん
(
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
ギ
タ
ー

内
・・・内容

出
・
:
出
席
者
・
出
演
者

種
・・・種目

リ
ス
ト
)

対

各
叩
人

費

1
8
0
0
円
(
当
日
券
は
2
0

0
0
円
)

固

ア
ニ
マ

・
秋
元
宮
0
9
0
・
9

つ弓
'
1
・
1
8
8
9

季
節
の
味
覚
・
観
光
農
園

。
ぶ
ど
う
(
7
月
下
旬
1
9月
上
句
)

鈴
木
農
園
宮
7
1
8
2
・
4
4
1
1

0
な
し

(
8
月
上
句
1
9月
上
旬
)

阿
曽
農
園
宮
7
1
8
8
・
1
4
5
9

0
く
り

・
ハ
ウ
ス
ぶ
ど
う

(
9
月
上

旬
i
m月
上
旬
)
田
村
農
園
宮
7
1

0 上10>8
4 句さ 8
8""""-つ
日 ま 2
暮 い 3
農 も O
園 ~8
霊t 9 
7 月
1 上
8 句
2 I 
11 
4 月

固

各
農
園

手
賀
沼
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

8
月
U
A
日
制
9
時
i
口
時

所

柏
ふ
る
さ
と
公
園
(
入
場
無
料
)

〈
小
雨
実
施
)

内

特
設
ス
テ
ー
ジ
コ
ン
サ
ー
ト
、

ス
ト
リ
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
、
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
屋
台
村
、
こ
か
げ

の
中
の
手
賀
沼
写
真
展
、
ミ
ニ

F
M

局
開
局
、
図
誉
館
大
好
き
人
聞
の
集

ま
り
、
手
賀
沼
&
柏
ふ
る
さ
と
公
園

ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

固

手
賀
沼
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
実
行
委
員
会
事
務
局
宮
7
1
6

9
・

9
0
9
0

日
一フ

・
ス
テ
ラ

コ
ン
サ
ー
ト

日

8
月
初
日
出
比
時
開
演

所

ア
ミ
ユ
ゼ
柏

出

前
津
洋
子
さ
ん
(
指
揮
)
、
田

中
明
子
さ
ん
(
ピ
ア
ノ
)

曲
目

マ
リ
ア
賛
歌
、
茶
摘
、
か
ら

た
ち
の
花
、
団
員
そ
れ
ぞ
れ
に
よ
る

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、
女
声
合
唱
組
曲

「
街
路
灯
」
よ
り
ほ
か

費

8
0
0
円

固

徳
井
宮
7
1
3
4
・
0
7
1
6

対
・
:
対
象
・
客
員

持
・・・持参

参

加

し

て

み
ま
せ
ん
か

ミ
ッ
フ
ィ
I
タ
イ
ム
土
曜
版

日
・
所

9
月
初
日
回
目
時

i
m時

初
分
、
市
民
図
書
国
館
布
佐
分
館

内

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
手
遊
び

対

2
歳
以
下
の
お
子
さ
ん
と
保
護

者
、
日
組
(
応
募
者
多
薮
の
場
合
は

回
数
を
増
や
し
ま
す
)

※
3
歳
以
上
の
託
児
(
叩
人
)
あ
り

申

・
固

ハ
ガ
キ
に
「
ミ
ツ
フ
ィ

l

タ
イ
ム
希
望
」
、
住
所
、
参
加
者
会

員
の
氏
名
、
電
話
番
号
、
託
児
の
有

無
を
明
記
し
、

9
月
ロ
日
必
着
で
〒

2
7
O
I
l
l
0
4
新
々
回
1
0
9

の
1
市
民
図
書
館
布
佐
分
館
宮
7
1

8
9
・
1
3
1
1

簿

記

講

日
・
所

叩
月
2
日
1
1月
却
自
の

木
曜
日
叩
時

ω分
i
u時
羽
分
、
中

央
学
院
大
学
(
全
日
回
)

内

簿
記
の
初
歩
1
3
級
検
定
試
験

合
格
程
度

対

市
内
の
中
小
企
業
の
経
営
者
と

従
業
員
、
先
着
加
入

費

2
5
0
0
円
(
テ
キ
ス
ト
代
)

主
市
商
工
会
、
市
役
所

申

・
固

電
話
で
商
工
観
光
課

・
内

線
5
0
4

市
内
チ
l
ム
車
球
大
会

9
月
お
日
働
9
時
受
け
付
け

所

市
民
体
育
館

種

1
チ
1
ム
5
人
以
上
の
団
体
戦

(
1
単

・
2
複
)

対

市
内
在
住

・
在
勤

・
市
内
ク
ラ

ブ
員
で
聞
在
は
印
歳
以
上
の
方

費

1
チ
l
ム
3
0
0
0
円

申

・
固

ハ
ガ
キ
に
大
会
名
、
チ
ー

ム
名
、
代
表
者
の
住
所

・
氏
名

・
電

話
番
号
を
明
記
し
、

9
月
5
日
必
着

で
〒
2
7
0
1
1
1
6
5
並
木
9
の

日

3
の
2
駒
田
由
美
子
宮
7
1
4
9

3
6
8
5
 

座

伝
統
文
化
こ
ど
も
教
室

布
佐
い
け
ば
な
こ
ど
も
教
室

日

9
月
初
日

1
3月
訂
日
第
2
・

4
土
曜
日
叩
時

1
ロ
時
(
全
日
回
)

所

布
佐
小
地
域
交
流
教
室

対

小
学
校
4
年
生
1
中
学
生
で
7

日
以
上
参
加
で
き
る
方
、
先
着
却
人

費

1
回
3
0
0
円

持

ハ
サ
ミ
、
ぞ
う
き
ん

※
作
品
の
発
表
会

(
1
回
)
あ
り
。

申
・
固

電
話
で
布
佐
華
道
連
盟

・

中
村
宮
7
1
8
9
・
3
5
0
3

絵
て
が
み
を
か
い
て

世
界
に
お
友
だ
ち
を
作
り
ま
せ
ん
か

日

8
月
M
日
日
目
時
1
日即時

所

ア
ビ
ス
タ

内

ク
ロ
ア
チ
ア
共
和
国
で
開
催
さ

れ
る
「
第
叫
回
世
界
こ
ど
も
の
祭

典
」
へ
送
る
絵
手
紙
の
作
成

対

小
学
生
i
高
校
生
、
先
着
却
人

費

2
0
0
円
(
ハ
ガ
キ
、
切
手
代
)

※
枚
数
に
よ
り
費
用
は
変
わ
り
ま
す
。

持

輩
、
絵
の
具
、
水
入
れ
、
パ
レ

ッ
ト
※
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
で
参
加
を

申

・
固

電
話
で
あ
ぴ
こ
子
ど
も
ま

つ
り

・
鈴
木
宮
0
8
0
・
5
0
1

6
・
3
1
3
2

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

講
義
:・
9
月
刊
日

・
げ
日

-
M

日

・
日
月
8
日
い
ず
れ
も
水
曜
日
目

時
却
分

1
日
時
却
分

実
習
・:
9
月

お
日

i
m月
7
日
の
1
日
(
2
時
間
)

所

市
民
会
館
ほ
か

内

高
齢
者
の
話
し
相
手
な
ど
、
心

の
通
い
合
、
つ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

た
め
の
、
専
門
指
導
に
よ
る
ロ
l
ル

プ
レ
l
イ
ン
グ
や
体
験
学
習

対

先
着
m
w
入

費

3
0
0
円

申
・
固

電
話
で
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
(
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
担
当
)
宮
7
1

日

費
・・・費用

申
・
:
申
し
込
み
(
記
載
の
な
い
も
の
は
申
し
込
み
不
要
)

8
5
・
5
2
3
3

や
さ
し
い
昆
虫
学
講
座

日
・
所

8
月
初
日
出
比
時

1
口
時
、

湖
北
台
近
隣
セ
ン
タ
ー
(
参
加
無
料
)

内

「
歩
行
虫
つ
て
な
に
つ
」
講
師

・:
青
木
直
芳
さ
ん
(
元
東
京
都
北
区

立
中
学
校
長
)

固

開
発
戸

・
都
部
の
谷
津
を
愛
す

る
会

・
鈴
木
宮
7
1
8
8
・
1
8
7

0
 

第
ア
回
東
葛
ま
ち
づ
く
り
交
流
会

。
ま
ち
歩
き

日

8
月
幻
自
国

コ
ー
ス・

集
合
場
所

環

境

コ
I
ス

(
市
野
谷
の
森
〈
流
山
市
〉
ほ
か
)
、

叩
時
初
石
駅

N
P
O
コ
I
ス

(我

孫
子
市

・
柏
市

・
松
戸
市
の
支
援
セ

ン
タ
ー
)
、
叩
時
初
分
柏
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

中
心
市
街

地
コ
l
ス

(
江
戸
川
台

・
柏

・
五
番

商
唐
街
)
、
叩
時
江
戸
川
台
駅

費

各
3
0
0
円

※
ま
つ
ど
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
(
松
戸
市
上
矢
切
2
9
9
)
で

懇
親
会
あ
り
(
参
加
費
1
0
0
0
円
)

O
ま
ち
づ
く
り
事
例
発
表
会
&
ポ
ス

タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン

日
・
所

8
月
M
日
制
叩
時

1
口
時

ま
つ
ど
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー

(
参
加
費
2
0
0
円
)

申
・
固

い
ず
れ
も
電
話
か
フ
ァ
ク

ス
で
東
葛
ま
ち
づ
く
り
交
流
会
宮
0

4
7
・
3
0
8
・
5
2
0
0
削

0
4

7
・
3
0
8
・
5
2
3
0

一日
プ
レ
l
パ
l
ク

8
月
辺
日
凶
四
日
時
1
日
時

所

並
木
9
丁
目
第
1
公
園
(
雨
天

中
止
)
〈
参
加
無
料
〉

内

竹
パ
ン
(
実
費
却
円
)
、
べ
い

ご
ま
、
ロ
ー
プ
遊
び
ほ
か

持

昼
食
、
水
筒
、
着
替
え

固

我
孫
子
プ
レ
l
パ
l
ク
連
絡

会

・
平
山
宮
陥
7
1
8
5
・
3
9
8

6
(電
話
は
凶
時
以
降
)

主
・
:
主
催
・
共
催

日

固
・
:
問
い
合
わ
せ

公共施設で無料配布「暮らしの便利帳Jベア30組をご招待柏レイソル戦を
を貼付したA4判が入る封筒(返送

先を明記)を同封し、 T270-1192 
市役:fifi広報室(恒H省略可)ヘ。
圃 広報室・内線210

便
利
帳
は
A
4
判
で
本
文
的
ペ
ー
ジ

市の行政サービスや公共施設の利用案

内など、 日常生活に役立つ情報をまとめ

た「暮らしの便利帳J(写真)ができまし
た。希望する方に無料で配布しています。

配布場所 市役:fifi行政情報資料室、 各支
所・行政連絡所・近隣センター、アビス夕、

湖北地区公民館、市民プラザ、サポート

センター、布佐市民センター(本館・ス

テーションホール)

※部数に限りがあるため、配布はひとり

1冊とします。

※郵送をご希望の方は、 240円分の切手

ハーフタイムのパフ才ーマンス善加者も事績

当日のハーフタイムにピッチ上で市内の

y.oダンススタジオが応援パフォーマンス
を行います。いっしょに参加しませんか。

対象 5歳から18歳の元気いっぱいの方
※詳しくは大西宮7186-5350(平日の18
時以降と土・日曜日はft090-2912-9924) 

柏レイソルがI我孫子市デーjとして、
我孫子市民を試合に招待します。

日時 10月4日出午後3時中ソクオフ
場所 B立柏サ、ソ力一場
対戦相手 名古屋グランパス工イ卜

対象・定員 我孫子市民30組(60人)
(応募者多数の場合は抽選)

申し込み・固 往復ハガキに住所、氏名、

年齢、電話番号を明記し、 8月29日必着
でT277-0083柏市目立台1の2の50
側目立柏レイソル営業グループ「我孫子市

デー-ぺアチケ、ソ卜J係ft7162-2250へ

市役所のホームページアドレス http://www.city.abiko.chiba.jp市役所の電話番号ft7185-1111 
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追
い
か
け
っ
こ
と
フ
ン
フ
ン
ガ

大
揺
さ
。
献
が
流
れ
る
と
手
を
だ

定
い
て
踊
り
ま
す
。

ぼ
し
ゅ
う

非
常
勤
交
通
指
導
員

-ー

-
市
で
は
、
小
学
校
児
童
の
登
校
時

の
交
通
事
故
防
止
と
、
正
し
い
突
通

ル
l
ル
や
マ
ナ
1
指
導
の
た
め
、
通

学
路
の
危
険
個
所
に
交
通
指
導
員
を

配
置
し
て
い
ま
す
。
次
の
要
領
で
指

導
員
を
募
集
し
ま
す
。

対

我
孫
子

・
天
王
台
地
区
4
人、

湖
北
台
地
区
3
人
、
湖
北
・
新
木
地

区
2
人
、
つ
く
し
野
地
区
4
人

応
募
資
格

①
交
通
安
全
に
熱
意
の

あ
る
、
初
歳
か
ら
臼
歳
ま
で
の
健
康

な
方
(
男
女
は
問
い
ま
せ
ん
)
②

登
校
時
に
週
2
回
程
度
、
各
学
区
内

の
街
頭
指
導
が
で
き
る
方
③
委
嘱

か
ら
最
低
2
年
以
上
業
務
に
つ
け
る

方
(
非
常
勤
特
別
職
と
し
て
、

ω月

か
ら
委
嘱
予
定
)

申

履
歴
書
と
写
真
2
枚
(
ラ
イ
カ

版
で
最
近
6
カ
月
以
内
に
撮
影
し
た

も
の
で
、
-
枚
は
履
歴
書
に
貼
払
)

を
9
月
1
日
ま
で
に
交
通
整
備
課
へ

持
参
因

究
通
整
備
課
内
線

・
3
3
2

秋2
冗 2
あ
お
い
葵

ち
ゃ
ん

(寿・

1
歳
3
カ
月
)

北
千
葉
広
域
水
道
企
業
団
職
員

職
種

①
事
務
職
上
級

(
機
械
上
級
)

※
上
級
と
は
大
学
卒
業
程
度
の
内
容

対

昭
和
必
年
4
月
2
日
i
U年
4

月
1
日
生
ま
れ
の
方
、
①
②
各
1
人

勤
務
地

松
戸
市
ま
た
は
流
山
市

受
付
期
間

8
月
日
日
1
9
月
四
日

試
験
日

第

一
次
:・
叩
月
四
日
同

第
二
次
・:
日
月
上
旬

※
申
し
込
み
な
ど
詳
し
く
は
、
北
千

葉
広
域
水
道
企
業
団
総
務
課
宮
0
4

7
・
3
4
5
・
3
2
1
1
へ
。 実

職

海
上
保
安
大
学
校
学
生

対

昭
和
田
年
4
月
2
日
以
降
生
ま

れ
で
高
卒
ま
た
は
来
年
卒
業
見
込
み

の
方
な
ど
、
記
入

教
育
期
間

本
科
4
年
と
専
攻
科

(
遠
樫
航
海
実
習
等
)
6
カ
月

受
付
期
間

8
月
お
日
1
9
月
9
日

学
校
所
在
地

広
島
県
呉
市

※
受
験
申
し
込
み
な
ど
詳
し
く
は
、

海
上
保
安
大
学
校
ホ
l
ム
ペ

l
ジ

Z
G一¥
¥
当
者
名
』
の
m
M
F
M
匝の
・号

¥

ま
た
は
電
話
で
海
上
保
安
庁
千
葉
ロ

ラ
ン
セ
ン
タ
ー
管
理
課
宮
0
4
3
・

2
4
8
・
9
7
3
1
へ
。

栗G
原ピ

だ

い

き

大

樹

ち
ゃ
ん

(
柴
崎
・

1
歳
2
カ
月
)

体
は
小
さ
く
て
も
フ
ン
パ
ク
。

お
気
に
入
り
の
遊
び
は
、
か
く
れ

ん
ぼ
と
玉
こ
ろ
が
し
で
す
。

我
孫
子
の
風
景
の
ご
意
見

日
月
4
日
の
「
都
市
景
観
の
日
」

に
湖
北
地
区
公
民
館
で
発
表
し
て
い

た
だ
く
「
我
孫
子
の
風
景
」
を
募
集

し
ま
す
。

対

叩
人
程
度
(
応
募
者
多
数
の
場

合
は
選
考
に
よ
り
決
定
)

申

我
孫
子
の
風
景
全
般
や
具
体
的

な
場
所
な
ど
を
選
ん
で
4
0
0
字
緯

度
に
ま
と
め
、
郵
便
か
フ
ァ
ク
ス
、

E
メ
l
ル
で

9
月
日
日
必
着
で
〒
2

7
O
I
l
l
9
2
市
役
所
都
市
計
画

課
景
観
推
進
担
当
(
住
所
省
略
可
)

削

7
1
8
5
・
4
3
2
9
E
メ
l
ル

g
a弘
W企
庁
釦

W
C
@
a
q-ωσ
院
内
0
・

《

HEσ
伊
甘

主
我
孫
子
の
景
観
を
育
て
る
会

園

都
市
計
画
課

・
内
線
5
7
8

健
康
リ
ズ
ム
体
操
同
好
会
会
員

日

毎
週
木
曜
日
目
時
i
H時
日
分

所

湖
北
地
区
公
民
館

対

先
着
目
人

費

月
額
1
5
0
0
円
、
入
会
金
5

0
0
円

申

・
固

電
話
で
福
田
宮
7
1
6

9
・
1
5
3
1

(日
曜
日
は
9
時
i

u時
)
調

理

ス

タ

ツ

対

日
歳
ま
で
の
方
、

若
干
名

資
格

調
理
師
免
許
、
運
転
免
許
証

※
勤
務
時
間
や
申
し
込
み
方
法
な
ど

詳
し
く
は
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー

・
グ
ル
ー
プ
ホ
l
ム

「あ
ら
き
の

お
家
」

宮
7
1
8
8
・
9
7
6
6
へ
。

dえ白ヒ也事 8月1日現在

・人口130，783人 (+47人)
[うち外国人関8人]

男 65，150人(ー 1人)
女 65，633人 (+48人)
.世帯 49，550世帯 (+24世事)
※住民基本台帳人口・世帯数に外国人
萱録者数・世帯数を加えた数値です。
※( )内1;1:前月との比較。

お
し
ら
せ

定
例
教
育
委
員
会

日

8
月
m
m
日

ω日
時

所

水
道
局
4
階
会
議
室

園

教
育
委
員
会
総
務
課
E
7
1
8

5
・
1
1
5
1

千
葉
相
道
路
協
議
会
の
傍
聴

フ

日

8
月
訂
日
制
問
時

i
m時

所

柏
市
中
央
公
民
館

内

①
こ
れ
ま
で
の
協
議
会
の
ま
と

め
と
今
後
の
進
め
方
②
対
策
集
の

評
価
③
バ
イ
パ
ス
案
の
検
討
(
事

務
局
案
)

対

我
孫
子
市

・
野
田
市

・
柏
市

・

沼
南
町
在
住
の
お
歳
以
上
の
方
、
日

人
程
度
(
応
募
多
数
時
は
抽
選
)

申

所
定
の
ハ
ガ
キ
(
都
市
計
画
課

に
用
意
)
に
必
要
事
項
を
明
記
し
、

8
月
日
日
消
印
有
効
で
国
土
交
通
省

千
葉
国
道
事
務
所
へ
郵
送

園

都
市
計
画
課

・
内
線
5
7
7

就
学
義
務
猶
予
免
除
者
等
の

中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験

試
験
日

・
所

日
月
4
日

ω、
千
葉

県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

(
千
葉
市
美

浜
区
若
葉
2
の
日
)

科
目

国
語
、
社
会
、
数
学
、
理
科
、

外
国
語
(
英
語
)

願
書
受
付
期
限

9
月
1
日

※
受
験
資
格
な
ど
詳
し
く
は
、
千
葉

県
教
育
庁
指
導
課
宮
0
4
3
・
2
2

3
・
4
0
5
8
へ
。

忘れずに納めましょう

項 目 納期限
(口座霊嘗日)

市・ 県民税納期 9/1(月)

国民健康保険税第3期 9/1(月)

介護保険料第3期 9/1(月)

水道料金 25日(月)

納
税
は
口
座
振
替
の
ご
利
用
を

納
税
は
、
口
座
掻
替
を
利
用
さ
れ

る
と
便
利
で
す
。

手
続
き
は
、
口
座
揺
替
依
頼
書官(
収

税
謀
、
市
内
各
金
融
機
関
、
郵
便
局

に
用
意
)
に
必
要
事
項
を
明
記
し
、

直
接
金
融
機
関
、
郵
便
局
の
窓
口
に

申
し
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
市
外
の
支
庖
な
ど
を
ご
利
用
に
な

る
場
合
は
、
「
口
座
振
替
依
頼
書
」

を
郵
送
し
ま
す
。

固

収
税
課

・
内
線
3
4
1

個
人
事
業
税
の
納
期

個
人
事
業
税
第
1
期
分
の
納
期
限

は
9
月
1
日
で
す
。

納
付
舎
は
8
月
中
句
に
発
送
し
ま

す
の
で
、
お
早
め
に
最
寄
り
の
金
融

機
関
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

※
納
税
は
、
便
利
な
口
座
振
替
を

固

柏
県
税
事
務
所
宮
7
1
4
7
・

1
2
3
1
 

痴
ほ
う
に
関
す
る
医
療
相
談

日
・
所

8
月
お
日
制
日
時
ぬ
分
i

rm
時
必
分
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ

ー
相
談
室
(
市
役
所
西
別
館
3
階
)

内

専
門
医
師
に
よ
る
無
料
相
談

対

痴
ほ
う
の
方
を
介
護
し
て
い
る

家
族
申
・
固

電
話
で
介
護
支
援
謀
宮
7

1
8
6
・
1
4
1
1
(予
約
制
)

戦
没
者
等
の
妻
や
父
母
等
の
皆
さ
ん
へ

特
別
給
付
金
が
継
続
支
給
さ
れ
ま
す

戦
没
者
等
の
事
・
・
・
特
別
給
付
金
の
最

終
償
還
を
終
え
、
第
げ
回
特
別
給
付

制刻(人身)事鵬生憎
(我孫子警察署管内 ・7月31日現在)
7月の発生件数 51件
今年の発生件数(1月-)343件
前年同期比 一71件
7月の死者数 O人
今年の死者数 4人
前年同期比 +2人
7月の負傷者数 84人
今年の負傷者数 463人
前年同期比 一44人

金
「
い
号
」
国
債
を
受
け
、
今
年
4

月
1
日
に
公
務
扶
助
料
遺
族
年
金
等

を
受
け
る
権
利
の
あ
る
方
に
、
額
面

2
0
0
万
円
の
特
別
給
付
金
を
支
給
。

戦
没
者
等
の
父
母
等
・・・
第
四
回
特
別

給
付
金

「
い
号
」
国
債
を
受
け
、
今

年
4
月
1
日
に
公
務
扶
助
料
遺
族
年

金
等
を
受
け
る
権
利
ま
た
は
資
格
が

あ
り
、
今
年
3
月
白
日
ま
で
の
聞
に

氏
を
同
じ
く
す
る
子
も
孫
も
い
な
い

方
に
、
額
面
1
0
0
万
円
の
特
別
給

付
金
を
支
給
。

請
求
期
限

平
成
問
年
3
月
別
日

窓
口

・
園

生
活
支
援
課

・
内
線
3

7
7
 

大
学
通
信
教
育
合
同
入
学
説
明
会

日
・
所

8
月
初
日
出
ロ
時

i
u
時、

新
宿
エ
ル
タ
ワ

l
m階
(
新
宿
駅
西

口
徒
歩
約
3
分
)
〈
参
加
無
料
〉

参
加
校

法
政
大
学
、
中
央
大
学
、

日
本
女
子
大
学
、
日
本
大
学
、
東
洋

大
学
、
東
北
福
祉
大
学
な
ど
お
校

園

側
私
立
大
学
通
信
教
育
協
会
宮

ω
・
3
8
1
8
・
3
8
7
0

我
孫
子
の
古
い
写
真
を
お
持
ち
の
方
へ

「
み
ん
な
の
ア
ル
バ
ム
同
好
会
」

で
は
、
我
孫
子
の
写
真
集
を
来
年
3

月
に
出
版
す
る
予
定
で
す
。

明
治
、
大
正
、
昭
和
紛
年
ご
ろ
ま

で
の
我
孫
子
の
写
真
の
提
供
に
ご
協

力
を
い
た
だ
け
る
方
は
9
月
初
日
ま

で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

連
絡
先

・
固

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で

島
宮
陥
7
1
8
4
・
1
1
9
1

育

児
相
談
の
会
場
を
訂
正

前
号
4
面
で
、
育
児
相
談
の
場
所

が

「
ア
ビ
ス
タ
」
と
あ
る
の
を
、
「保

健
セ
ン
タ
ー
」
に
訂
正
し
ま
す
。

固

保
健
セ
ン
タ
ー
宮
7
1
8
7
・

1
1
3
1
 

。
公
共
施
設
利
用
の
継
続
的
な
活
動

は
、
優
先
的
に
場
所
が
確
保
さ
れ
て

い
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

出場者を募集市長杯国際交流弁論大会牛乳お料理コンクール
第2固めるへん文庫応募作畠を募集

市では、小・中・高校生が創作した小説、童話の作

品を募集しています。

募集作品 夢があふれる内容の小説、童話を400

字詰め原稿用紙10枚(ワープロはA4判の用紙で

4000字)以内(作品は日本語で、未発表のもの)

※作品の著作権は市に掃属し、作品は返却しません。

表彫 賞状と図書券3万円分…1編、賞状と図書券

2万円分…2編、賞状と図書券1万円分..7編以内

※小・中・高校生ごとに賞あり。

応募期限 8月31日

※申し込み方法なと宜しくは、教育委員会文化課ft71 

85-1151ヘ

日時・蝿所 9月28日旧)午後1崎、市民プラザ

テーマ 国際吏流に関すること(留学体験、 国際

吏流体験、市の国際支流活動への提案など)

※発表は日本語または英語で、 1人5分以内。参

加者に副賞あり。

対象 市内在住・在学・在勤の方10人(国籍不問)

※応募者多数の場合は、書類審査を行います。

主催 我孫子市国際支流協会、共催・我孫子市

申し込み・固 ハガキかファクス、 Eメールに I国
際吏流弁論大会J、住所、氏名、電話番号を明記
し、 9月10日必着で〒270-1166我孫子142の

1国際安流協会AIRA事務局ft7183-1231剛

7183-2005、Eメールaira@jcom.home.ne.jp

E •• 闘m~車種審君主ヨ

牛乳やバター、

募集します。

応募資格 県内在住の高校生以上の方(謂理師の方は除く)

※応募は1世帯1人に限ります。(応募点数は1人何点でも可)

※各賞あり。応募者全員に乳製品ギフト券を進呈。

選考方法 書類選考後、 10人が10月16日幽県大会で実演

応募方法 封書またはファクスに料理名、材料名、 4人分の
分量、材料費(2400円以内)、作り方、所要時間(1時間以内)、

郵便番号、住所、氏名、性別、年齢、職業、電話番号を明記

し、 9月20日消印有効で〒260-0014千葉市中央区本千葉

町13の1本千葉ピル千葉県牛乳普及協会開043-224-4823

固 同協会合043-224-4839へ

生クリームなどを使ったオリジナル料理を

ζ'J簡(f!eぃ ファクスガイド ・ファクス便利帳ft7183-6000 テレホンガイド ・声の便利帳ft7185-5000 
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8月28日から9月8日まで
市民プラザで開催

-ー-" h
F
苗
津
巴
生
息
す
る
野
ウ
サ
ギ
の
子
ど
も

怠

開
発
戸

・
都
部
の
谷
津
の
風
景
や
、

そ
こ
に
生
息
す
る
生
物
な
ど
の
写
真

展
を
開
催
し
ま
す
。

ま
た
、
昭
和
叩
年
代
の
農
業
風
景

の
写
真
や
、
か
つ
て
使
わ
れ
て
い
た

農
具
も
展
示
し
ま
す
。

日
時

8
月
お
日
嗣
か
ら
9
月
8
日

開
午
前
叩
時
か
ら
午
後
7
時

(
8月

お
日
は
午
後
1
時
か
ら
、

8
月
mu
日

は
午
後
5
時
ま
で
、

9
月
8
日
は
午

h
F
昭
和
同
年
ご
ろ
の
(
合
津
の
風
景

mwま
わ
り
が
一見
ご
ろ
に
1
・

開
花
中
の
土
・
日
曜
日
に
は
イ
ベ
ン
ト
も
開
催

(
財
)
我
孫
子
市
あ
ゆ
み
の
郷
公
社

で
は
、
今
年
も
手
賀
沼
ふ
れ
あ
い
ラ

イ
ン
沿
い
に
、
土
地
所
有
者
と
共
同

で
、
ひ
ま
わ
り
を
栽
培
し
ま
し
た
。

8
月
中
句
か
ら
下
旬
に
か
け
て
約

1
万
5
0
0
0本
の
ひ
ま
わ
り
が
咲

く
予
定
で
、
開
花
中
の
土
曜
日
と
日

曜
日
に
は
、
花
摘
み
や
地
元
野
菜
の

販
売
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
予
定
し
て

い
ま
す
。

第 1099号

場
所

根
戸
新
田
(
手
賀
沼
ふ
れ
あ

い
ラ
イ
ン
沿
い
)

観
賞
時
間

午

後

6
時
ま
で

固

あ
ゆ
み
の
郷
公
社
告
7
1
8
3
・

1
1
3
0
(土
・
日

・
月
曜
日
を
除

く
)
、
商
工
観
光
課

・
内
線
5
0
5

後
3
時
ま
で
)

場
所

市
民
プ
ラ
ザ

内
容

谷
津
に
生
息
す
る
昆
虫

・
植

物

・
樹
木
や
昭
和
叩
年
代
の
農
業
風

景
の
写
真
、
農
具
な
ど
の
展
示

※
8
月
却
日
午
後
2
時
か
ら
ギ
ャ
ラ

リ
ー
ツ
ア
ー
を
行
い
ま
す
。

入
場
料

無
料

主
催

我
孫
ヱ
工
巾

固

手
賀
沼
課

・
内
線
4
6
4

』

F

実
物
ガ
展
示
さ
れ
る
足
踏
み
脱
穀
機

未来にはばたけ
Nipponia nippon朱鷺

山階芳麿賞授賞式

記念講演・シンポジウム

(
財
)
山
階
鳥
類
研
究
所
で
は
、
「
山

階
芳
麿
差
の
授
賞
式
と
見
責
記
念

講
演

・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
い
ま
す
。

今
回
の
受
賞
者
は
、
鳥
類
の
繁
殖

生
理
を
長
年
研
究
し
、

ト
キ
の
復
活

に
尽
力
さ
れ
た
石
居
進
さ
ん
(
早
稲

田
大
学
名
誉
教
授
)
で
す
。

日
時

・
場
所

9
月
幻
自
制
午
後
1

時
却
分
か
ら
4
時
日
分
、
有
楽
町
朝

歌
手
の
新
沼
謙
二
さ
ん
が
慰
問

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
納
涼
祭
で
熱
唱

特
別
養
護
老
人
ホ
l
ム
「
ア
コ
モ

ー
ド
」
(
布
佐
1
5
5
9
の
2
)
の

納
受
宗
7
月
お
日
に
行
わ
れ
、
歌

手
の
新
沼
謙
こ
さ
ん
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
歌
謡
シ
ョ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
歌
謡
シ
ョ

1
は
、
施
設
関
係

日
ホ
ー
ル
(
有
楽
町
マ
リ
オ
ン
日
階
)

内
容

授
賞
式
、
講
演
「
新
し
い
生

命
科
学
的
方
法
と
絶
滅
危
慎
種
」
講

師
:・
石
居
進
さ
ん
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
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「
未
来
に
は
ば
た
け
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8
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和
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出
演
近
辻
宏
帰

さ
ん
(
前
佐
渡
ト
キ
保
護
セ
ン
タ
ー

長
)
、
席
昧
梅
さ
ん
(
中
国
険
西
省

ト
キ
救
護
飼
育
セ
ン
タ
ー
)
、
山
岸

哲
さ
ん
(
山
階
鳥
類
研
究
所
)
ほ
か

定
員

5
5
0人
(
応
募
者
多
数
の

場
合
は
抽
選
)

参
加
費

5
0
0
円

申
し
込
み

往
復
ハ
ガ
キ

(
1
枚
で

2
人
ま
で
)
に

「
講
演
会
参
加
希
望
」
、

全
員
の
住
所

・
氏
名

・
年
齢
、
返
信

あ
て
先
を
明
記
し
、

9
月
叩
日
必
着

で
〒

2
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1
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4
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高
野
山
1

1
5
(財
)山
階
烏
類
研
究
所
「
山
階

芳
麿
賞

・
ト
キ
シ
ン
ポ
」
係
へ

固

同
研
究
所

・
広
報
室
宮
7
1
8

2
・
1
1
0
1

者
の
招
き
に
よ
り
実
現
し
た
も
の
で
、

施
設
利
用
者
や
家
族
、
近
く
の
住
民

な
ど
約
2
0
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

新
沼
さ
ん
は
「
今
年
で
歌
手
生
活

も
訂
年
に
な
り
ま
す
。
今
日
は
皆
さ

ん
の
た
め
に

一
生
懸
命
歌
い
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
。
ヒ
ッ
ト
曲
「
嫁
に
来

な
い
か
」
を
は
じ
め
、
約
mw
分
間
に

5
曲
の
歌
を
歌
い
ま
し
た
。

シ
ョ
ー
の
途
中
に
は
、
新
沼
さ
ん

が
寧
イ
ス
で
見
学
し
て
い
る
高
齢
者

の
聞
を
回
り
、
手
を
握
っ
た
り
、
歌

の
合
聞
に
や
さ
し
い
一
言
葉
を
か
け
た

り
し
て
い
ま
し
た

(写
真
)
。

新
沼
さ
ん
の
熱
唱
に
、
高
齢
者
の

皆
さ
ん
も
じ
っ
と
耳
を
傾
け
、
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。
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8
月
辺
日
働
か
ら
M

日
制
午
前
叩
時
か
ら
午
後
8
時

(
M

日
は
午
後
6
時
ま
で
)
、
そ
ご
う
千

葉
庖

(
8階
特
設
催
葱
場
ほ
か
)

内
容

パ
ト
カ
ー

・
白
バ
イ
体
験
試

乗
、
子
ど
も
用
瞥
察
官
制
服
の
試
着
、

警
察
犬
訓
練
、
鑑
識

・
科
学
捜
査
体

験
、
音
楽
隊
コ
ン
サ
ー
ト
、
犯
人
記

憶
ゲ
1
ム
、
似
顔
絵
体
験
、
護
身
術

教
室
ほ
か
(
雨
天
時
は

一
部
中
止
)

入
場
料

無
料

固

我
孫
子
普
察
箸
普
務
課
宮
7
1

8
2
・

0
1
1
0

傍旬

選

と
ぴ
石
の
親
水
広
場
暗
号
峰

旦

、伊叫ん仰
いの
す
き
わ
と
な
仔
ル
炎
天
下

内

三
山
の

一
山
明
し
野
萱
草

竹

一
山
に
響
き
止
ま
ざ
り
滝
こ
だ
ま

宿
浴
衣
つ
ん
つ
る
て
ん
や
南
洲
忌

梅
雨
晴
や
母
の
手
を
引
く
散
歩
笹

時
の
日
に
出
会
ひ
し
夫
と
五
十
年

新
じ
ゃ
が
の
荷
を
解
く
ひ
と
つ
転
げ
出
る
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題.
初
な
り
の
舵
と
赤
き
ト
マ
ト
二
つ
朝
ど
り
の
護
対
に

供

ふ

る

小

出

礼

子

柵
ま
は
し
暴
主
た
せ
し
ア
ツ
モ
リ
草
礼
文
の
花
展

き

て

咲

く

渡

辺

正

夫

を
気
量
あ
白
、
も
と

め

ぐ

家
族
連
れ
乗
り
来
し
幼
の
姉
妹
葉
直
に
愛
し
萌
え
ゆ
く
若

葉

か

馬

場

千

鶴

子

我
が
古
き
野
良
春
乞
う
ま
く
利
用
し
て
耐
応
畑
に
勲
山
和

立

て

た

り

新

堀

孝

女

童
話
の
国
キ
リ
ス
ト
の
国
伸
一
即
に
町
田
加
の
範
た
る
国
乱
れ

ゐ

ぬ

長

南

光

子

杉
群
に
涼
し
く
風
の
吹
き
通
り
遠
雷
い
よ
よ
間
近
に
ひ
び

小

林

光

江

選
時
ら
れ
て
手
を
引
か
れ
ゆ
く
幼
子
の
顔
い
っ
ぱ
い
に
涙
こ

は

ほ

る

る

下

回

文

子

科

わ
が
母
に
父
と
の
出
会
ひ
た
づ
ぬ
れ
ば
戚
か
に
顔
の
赤
く

山

な

り

た

り

下

回

繁

樹

七
月
の
末
に
開
発
戸
新
田
の
手
賀

沼
ピ
オ
ト
l
プ
を
訪
れ
る
と
、
花
や

実
を
つ
け
た
ハ
ス
が
あ
り
ま
し
た
。

花
は
早
朝
に
聞
き
、
午
後
に
は
閉

じ
ま
す
が
、
花
び
ら
は
開
花
後
四
日

目
に
散
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

船
し
ベ
は
多
数
あ
り
、
ジ
ョ
ウ
ロ

の
口
に
似
訟
や
埋
ま
っ
て
い
ま

す
。
花
が
終
わ
る
と
や
が
て
峰
の
巣

命
し
よ
う

の
よ
う
な
形
の
阻
木
床
と
な
り
、
穴
の

‘蜂の巣の
ような果床
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今木下高川小背町
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7
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申
し
込
み

電
話
で
各
連

絡
先
へ
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー

へ
の
掲
載
希
望
は
、
電
話

で
ふ
れ
あ
い
工
房
へ

固

ふ
れ
あ
い
工
房
宮
7

1
8
6
・
5
5
0
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中
に
は
生
で
も
食
べ
ら
れ
る
実
が

一

個
ず
つ
で
き
ま
す
。
ハ
ス
の
古
名
は

掛
川
知
と
い
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
果
床

の
形
に
基
づ
い
た
名
で
す
。

一
九
五

一
年
に
大
賀

一
郎
博
士
は

千
葉
県
検
見
川
の
泥
炭
層
か
ら
二
千

年
前
の
種
子
を
掘
り
出
し
、
発
芽
さ

せ
ま
し
た
。
こ
の
ハ
ス
は
古
代
ハ
ス
、

大
賀
ハ
ス
と
呼
ば
れ
て
有
名
で
す
。

地
下
茎
の
先
は
夏
か
ら
秋
に
か
け

れ
ん
こ
ん

て
肥
大
化
し
ま
す
。
地
下
茎
は
蓮
根

と
呼
ぴ
、
食
用
に
し
ま
す
。

ハ
ス
の
地
下
茎
や
葉
の
柄
の
中
に

は
穴
が
い
く
つ
も
あ
い
て
い
ま
す
。

葉
の
柄
を
折
る
と
白
い
糸
が
何
本
も
L
-

伸
び
で
き
た
り
、
雨
が
降
る
と
滴
が

葉
の
上
で
丸
く
な
り
、
転
げ
回
っ
た

り
し
ま
す
。

(
文
と
写
真

(すいれん科)

佐
久
間
俊
行
)
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